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桜

の

木

の

も

と

に

コ
ミュ
ニ
テ
ィ
を見
た

う
ら
ら
か
な
春
の
ひ
と
と
き
、
ひ
ら
ひ
ら
と
敵
る

花
の
舞
い
の
中
、
人
び
と
の
な
ご
や
か
な
笑
顔
が
輝

い
て
い
た
。

こ
こ
千
住
龍
田
町
の
肯
潭
さ
ん
宅
に
あ
る
一
本
の

桜
は
、
隣
人
た
ち
の
集
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
住

宅
街
と
な
っ
て
い
る
こ
の
周
辺
で
、
こ
の
一
本
の
桜

は
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
人
び
と
の
心
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
い
る
。

隣
人
た
ち
の
日
常
生
活
に
一
喜
一
憂
す
る
古
き
良

き
下
町
。

今
、
と
か
く
都
市
社
会
に
お
い
て
失
わ
れ
が
ち
な

住
民
た
ち
の
集
い
、
ふ
れ
あ
い
が
こ
こ
に
生
き
て
い

る
。

お

も

な

内

容

61年度予算が確定・組織改正 ( 2) 面

区民レ耽
夕|

情報公開制度について闖く ③ 面

わがまちの住区施設

「五反野コミュニティセンター」をルポする
-フォト ニュースほか

④・⑤面

福祉あんない、みんなの廈庸、ぐら£の潸蘿 ⑥・⑦面
募集・催し物 一 一⑧ 面

区 役 所 へ の

問合せ

本
庁
舎
・

8
8
2
1
1
1
1

( 代表)

中
央
本
町
庁
舎
・
・鴿
9
豬
'
扈

61年度予算から
第 4 回 事務事業の見直し

特殊勤務手当の改善

前
回
に
引
き
続
き
、
事
務
の

効
率
化
をほ
か
り
経
費
を
節
減

し
た
事
務
事
業
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

▽
特
殊
勤
秘
手
当
の
改
籌

区
に
動
務
す
る
職
詢
は
現
在

約
5
千
3
0
0人
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
職
貝
の
中
に
は
、

土
曜
日
の
午
後
も
動
務
す
る
保

母
や
、
口
曜
口
・
深
夜
も
動
務

し
て
い
る
排
水
場
職
貝
、
さ
ら

に
は
、
犬
猫
の
死
体
処
理
や
、

心
身
障
害
者
施
設
に
勵
く
職
員

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
に
就
い

て
い
る
者
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
職
輿
に
対
し
て

は
、
給
与
条
例
に
も
と
つ
く
{
足

立
区
職
員
特
殊
勤
務
手
当
脱

則
}
に
よ
り
、
業
務
の
種
類
、

内
容
に
よ
っ
て
種
々
の
手
肖
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

区
で
は
、
行
政
改
革
方
針
に

も
と
づ
き
、
ま
た
、
各
区
に
対
す

る
特
別
区
人
事
委
貝
会
の
給
与

の
適
正
化
の
指
摘
も
あ
っ
て
、

手
当
の
見
直
し
の
検
討
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
社

会
惴
勢
の
変
助
な
ら
び
に
職
員

の
動
務
内
容
お
よ
び
事
務
事
業

内
容
の
変
化
に
対
応
し
、
職
貝

の
職
務
実
態
に
合
っ
た
内
容
へ

と
改
正
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
従
来
の
4
0手
当

か
ら
2
7手
当
を
啀
止
し
、ま
た
、

減
額
、
増
額
な
ど
手
当
額
の
変

更
な
ど
合
わ
せ
、
1
1手
当
に
整

理
統
合
し
抜
本
的
な
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
節
減
さ
れ
る
手

当
は
約
4
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
も
見
直
し
を
行
い
、
人
件

費
等
の
節
減
を
ほ
か
っ
て
い
ま

す
。

Λ
職
細
課
▽

葺
立
ち

ま
ち
か
ど
、
公
園
な
ど
の

樹
々
の
芽
も
い
き
い
き
と
顔

を
見
せ
、
舂
の
日
ざ
し
か
ま

ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
右
足
気
で
す
か
。

都
内
農
業
公
圃
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
は
、
色
と
り
ど
り
に

咲
袁

賢
扉

年
私
た
ち
の
日

を
楽
し
ま
せ
レ
七

れ
ま
す
。

今
年
は
、(
レ
ー
す
い
里

を
形
ど
っ
て
賍
え
込
ま
れ
て

お
り
、
き
っ
と
皆
さ
ん
に
窈

ん
で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す

。
そ
の
ほ
か
叺
沼
代
覡
氷

公
園
、
花
畑
・記
念
庭
園
な
ど

区
内
各
地
に
は
見
ど
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
、
元

気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
。

緑
の
木
陰
で
お
孫
さ
ん
と

緒
に
な
っ
て
過
ご
す
お
年

寄
り
の
笑
『

自
然
の
な
か

で
の
さ
わ
や
か
な
ふ
れ
あ
い

に
、仏
は
心
を
う
た
れ
ま
す

片
さ
ん
も

度
お
出
か
け

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

さ
て
、
去
る
3
月
2
8日
の

第
一
回
耻
霆
区
巌
会
定
例
余

で

、
昭
和
6
1年
度
の
区
の
1
。

算
が
、
可
決
さ
れ
晩
立
い
た

し
ま
し
た

私
は
こ
の
!
*
-
>
算
編
吸
に
あ

た
っ
て
は
、
区
民
要
望
の
弧

い
生
活
貉
盤
の
整
備
、
活
力

あ
る
街
づ
く
り
、
区
民
の
福

祉
と
健
康
の
充
実
、
防
災
対

策

教
育
内
容
の
充
実
と
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い

て
積
極
的
に
財
源
を
配
分
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た

こ
れ
は
、「
調
和
の
と
れ
た

心
豊
か
な
住
み
よ
い
足
亘

を
め
ぎ
す
た
め
の
施
策
で
あ

り
ま
す

。

尿
近
、
私
か
よ
く
H
に
す

る
こ
と
は
、
ぼ
内
が
見
違
え

る
よ
う
に
変
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
も
区
民
の
皆
さ
ん

が
、自
分
達
の
り
む
ま
ち
は
、

・口
分
逹
の
于
で
つ
く
ろ
う
と

い
う
意
識
と
、
区
政
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
お
隘
で
あ

り
、
大
変
力
強
く
思
っ
て
い

ま
す
。

ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ

ャ
ン
プ
。
今
年
は
、
特
別
X

制
度
の
改
革
へ
向
け
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
ご
‥
[立
し
て

明
日
を
築
く
、
魅
力
あ
る
都

市
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
大
き
く
ジ
ャ
ン
プ
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

区
長
　古
性
直
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魅

力

あ

ふ

れ

る

ふ

る

さ

と

づくり
を推進
します

昭

和
6
1

年

度

予

算

が

確

定

2
月
2
0日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
6
1

年
度
予
算
案
は
、
3
月
の
第
1

回
区
議
会
定
例
会
で
原
案
ど
お
り

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
区
で
は

こ
の
予
算
に
基
づ
き
、
住
み
良
い

足
立
づ
く
n
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

6
1年
度
予
算
の
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
で
す
。

生
活
基
盤

の
整
備

▽
公
共
下
水
道
の
整
爾
・
:本
木

北
町
ほ
か
2
3ヵ
所
、
延
べ
5
3
・
l
p

▽
公
園
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
、

緑
道
の
整
備
・
:公
園
新
設
8

カ

所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
路
新
設

2
ヵ
所
、
緑
道
新
設
a

力
所

▽
防
災
生
活
圏
モ
デ
ル
事
業
の

推
進
・・・
関
原
2

・
3
丁
目
地
区

▽
(
仮
称
)
舎
人
釿
線
の
導
入

促
進
・
:
基
礎
調
査
と
燧
般
資
金

の
積
立
て

活
力
と
ふ
れ
あ
い
の

あ

る
ま
ち
づ
く
り

▽
中
小
企
業
融
資
事
業
の
拡
大

・
:融
資
基
金
の
増
額
、
貸
付
枠

の
拡
大
、
貸
付
限
度
額
の
引
き

上
げ

▽
商
店
街
環
境
整
備
事
業
'
:商

店
街
が
企
画
し
た
遭
路
の
カ
ラ

ー
化
な
ど
の
補
助

▽
市
衝
地
再
開
発
事
業
の
推

準
・・
足
立
市
街
地
開
発
株
式
会

社
へ
の
出
資

福
祉

と

健

康
の
充
実

▽
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
の

設
置
…
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

開
拓
、
育
成
、
組
繖
化
鷽
は
か

る
(
目
標
額
!
億
円
)

▽
参
人
福
祉
の
充
実
…
テ
ィ

ー

ホ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実

施
、
老
人
館
の
新
設
卜
力
所
、

老
人
福
祉
手
当
の
増
額

▽
心
身
障
害
者
福
祉
の
充
実
・
:

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
青
井

分
室
の
建
設
、
心
身
障
害
者
の

し
お
り
作
成

▽
保
健
施
設
の
整
備
・
:
中
央
本

町
保
健
相
談
所
改
築
、(
仮
称
)

検
査
セ
ン
タ
ー
新
設

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り

▽
防
災
行
政
無
線
の
整
爾
・
:防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

▽
不
燃
化
促
進
事
業
の
推
進
・
:

不
燃
瑤
築
物
を
建
て
る
方
に
助

成教
育

の

充
実

▽
義
務
教
育
施
設
の
整
備
・・・
新

設
校
の
校
舎
建
設
(
1

校
)

▽
社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
整

備
…
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
4
カ

所
建
設
(
2

年
計
画
)

l。l。l
l。。ベ
ー
r
l
l

区

民

サ

ー

ビ

ス

の
向
上

▽
情
報
公
開
制
度
の
推
進

▽
窓
口
事
務
の
改
善
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
・・・
住
民
情
報
漢
字
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

● 一般会計の財源別・目的別内訳

新 しく生ま れる

ふ れ あ い 施 設

( 仮称)
五
反
野

親
水
緑
道

昭
和
5
9年
5
月
、
緑
と
水
に
観

し
め
る
公
園
と
し
て
見
沼
代
親
水

公
園
が
オ
ー
ブ
ン
。
今
や
地
域
の

中
に
す
っ
か
り
溶
け
込
み
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、い
こ
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
西
綾
瀬
1
丁
目
2
番
I

同
2
丁
目
2
3番
(
左
下
図
参
照
)

の
水
路
と
遭
路
を
観
水
緑
道
と
し

て
整
備
し
ま
す
。
総
延
長
は
約
峩

㍍
で
、
今
年
度
は
そ
の
う
ち
の
掴

㍍
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水
路
の
幄
は
約
3
气

自
然
の

水
辺
を
作
り
出
し
ま
す
。ま
た
、利

用
す
る
皆
さ
ん
が
水
際
に
近
づ
け

る
ぷ
つ
、
防
護
柵
は
で
き
る
だ
け

避
け
植
樹
帯
に
し
て
い
き
ま
す
。

水
路
の
水
は
綾
瀬
川
か
ら
取
り

入
れ
き
れ
い
に
し
て
流
し
ま
す
。

こ
の
水
は
綾
瀬
川
に
戻
し
、
川
の

浄
化
の
一
助
と
も
に
ま

す
。

着
工
は
γ
月
。
完
成
は
来
年

3
月
の
予
定
で
す
。

゛
く
わ
し
く
は
、中
央
本
町
庁
　

舎
土
木
部
計
画
調
整
課
(
`
‘
膕

气
2
0
1
)

へ
。

( 仮称)
白
旗
塚

史
跡
公
園

区
で
は
、都
指
定
文
化
財
の
「
白

旗
獵
古
墳
」(東
伊
興
町
3
0
)
を
史

跡
公
園
と
し
て
保
存
、
整
備
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

現
在
の
塚
を
修
復
し
、
そ
の
周

囲
に
は
、
嵶
2
5～
8
㍍
の
池
を
め

ぐ
ら
し
、
古
代
の
(
ス
を
値
え
ま

す
。
園
内
に
は
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
せ
せ
ら
事
を
つ
く
り
、
そ
の
ま

わ
り
に
は
、
サ
ク
ラ
、
ウ
ツ
ギ
、(

ギ
な
ど
約
3
0種
類
の
万
葉
の
植

物
も
随
え
ま
す
。

ま
た
、
芝
生
広
場
に
は
(
ニ
ワ

を
置
い
た
り
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

源
氏
の
白
旗
を
か
か
げ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

面
積
は
約
2
千
鶫
平
方
㍍
。6

月
に
着
工
、
来
年
3
月
開
園
の
予

定
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
郷
土
博
物
館
設

立
準
備
室
(
O
B
9
3
9
3
)へ
。

▲ 完成予想図

▲ 現在の白旗塚

窓
口
が一
部
変更
に
なっ
て
い
ま
す

中
央
太
町
庁
舎
で
の
業
筋
開
始
と
組
敵
改
正
に
伴
い
業
務
の

取
扱
い
窓
口
が
一
部
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
右
表
を
参
考
の

ろ天

、
袒
当
の
課
へ
お
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

八
企
画
課
▽

本庁舎の組織と主な仕事

企
一
部

企 譖 課-

● 主 幹( 態度 改 革) 一

予 算 課 一

広 輟 観-

一区政のs も的企圜 一胴魯、区侵の糒吻

梛区・ き、組 ● ・寛儂

予爨・財政詣 ●

呱譬鐵等己皿l l ほ ● a 〕発行、区政モ_ 夕 、荅 ● 薯翻

瞻

務

囲

総 務 願 一

協 朧 諌-

● 主 幹( 法務)

鴫 報 公 圃 願

庁 吉 健 殷 塑

飜韭醉( 5 翕健殷)

蘿 員 課

經 瑠 課

一私n 李校 ・幼愾 ● 等a 〕● g 、遙癇、同雁酎 箘の 逢扛濶豐

棆盾、 ● 憤・聾ヰ の収受

争皿、迪鑠解暇萄法薦

公文 ● 公襴、区政員料壟

庁きの健服

庁舎4z}建狠

糶飄の ● 集・耙5 ・佃涓暉 生

工事- - g 等の契 約、蝪●

地
域
瘢
興
部

交 通安全対糲譚

・勤労櫑祉知聚塑

交遍安全黔 ● ・画動、自転申駐申榻の殷● ・管 理、戞通事
敵相談

中小企業鮪力 僭対頸、内飄補導所、勤力冐 少年輩の雪堤

福

祉

部

● 瑠 課

钁| ● ! g ● t 艚11 ●● 】

老 人 相 祉 課

閹 害 槽 祉 膕

洵 成 腥

保 洵 課

民 生優艮、皃 ● 優員

t 癩褞蓍錮朧会の箍 ●

老 人医 ● 貴- ● 皿翡覆額瓸加・、皸費老人 冷 ム、椶鏖柵

』鬯嗤 轢害者辱の旛殷の健殷詣圖、6 痼障言 ● 辱のg 麟寶・
一 一

51● 手当、田子 寮、払n 留 胄甬 生業爽鹽● 櫑偃員瓮の貨皀丿

髦洵 ● の竃馬 一管埋、夐癰柵忙員、児盍緊急一冊鬢牆

衛
生
部

健 ● 管 理 課

業 務 諌
次長

田 子健 ● 予● の交付、紿根医 ● 費碍の負 担、黻皿、老人健
康診重

公 害健 ● S 螽補償の認定、畜犬き魯、害虫 の駆除

都
市
覊
痍
部

都 市 黔 ● 屑

圃 主幹( 謫霊)

開 発 栢 導 飃S5

づくり 屑

● 纂 課
瑣 繻 課

穗市黔 ● ・まちづくり 仍戡 ● 謫埀、 軈市言|疆 ● 朧会、健藥
● 膕会

まちづくりの 纖8 潤 ●

鬨 発行あ の許 可l k ● の詣定- ・t 辱、二t培駟・S 輿の廚
● ・ ● 肋 健箍喙争j ZI● ●
ま5 つくりの 書董、・S 固定 、稾反髏簗髓の霞 ● り、 ● t
雛進

建蓁の皿 ● ・勝可、 ● 襴住足1の ● 蓋

公 四t の指導- ● 襦、公言 の包惆・躙●

主
幹

再 開 発 縢

剛 主 幹( 旭区 再飃 発)

雨衝地再痢発
地区再開允(北千佳駅地区)

施
設
郎

営 繕第一 諌
倉 砲第 二課
用 地 課

区 施設の営 繕

教育 施設の営 繕

用地の取 得、地 価公示図 書の 閲覧、・ 地開 発公社

収入役童一 剛収入役 収入支出の魯 盍 現金・証男 ・物品の出鋼保管

教
育
委
員
会

事

務
局

学
校
教
育
部

庶 務 課

讖 設 課

学務第一課

李易第二腺

指 導 窗

刪主幹( 特命)

霾青重闘会の ● 舊、● 胄f i 置の 皿a 鮑企暴 躙● 、李
校撒羹の人事・紡§

区立学校等の扈訛言t譖 ←瞳持釁 理

就学 ● 曷 ● 学区 驤、心皇蹲 襦赦胄

青英員埀の餮対 、手椶l ! 健・旧 鳥、健● 字 朧の遭曾

赦皿員a〕人事・I J I皿、学換の字 ● 耋導

赦飃畏a〕特命

社
会
教
彎
田

管 鯉 課・

社会穢同課

体 育 譚

社会簑胥の埀● ・霾疂 苣会s ● 畧員、生雇霞青の鐡● t i l

簑剛11 体の育成・瓱 ● l l ●● 一文化町a 保 ● 、匍
少年の置全再讀、s 人行 ● l t ● の蔓進、吝 ● 学校・
● 麈の ● 鼈

偃会休胥事梟の儺偏・実籘、スポーツリーダ一-の蔵遭

監 査 委 輿
進挙曾理委員会
区 朧 会

事易局
事務局
事務局

事矗奉奠の● 蠹・● 蠹
遣挙人名簿の髮禪、選挙執行管理
本会膕・委員会、調願・陳情の処理 区朧会だぶりのj 1行

中央本町庁舎の組織と主な仕事

企 ● 部 鶇輾処理騨 電子計算組皿の企S ・遭用

総
務
部

総 務課( 庁舎係)

情報公開皹( 分蜀)

災 害 対 策 課

中央本町疔吉の曹理

公艾霾公開、区政員料靈

只- l j 康、防災区民組皿の胥虞、運菫 ● 皿等の證 ● ・整備

区

民

部

区 民 朦
戸 ● 朦

朦 税 朦

銷 税 朦
国民健慶保険朦
・国 民 年 金 朦

統詣髑蕭、住居表示

畷火葬胼可、出生・晒曙辱の届出、身j 皿明 外国人壺難

呎龝 一個人の略民観の晨樶、飼税・ ● 勠柾明、 ● 付自 転癩
の登値

区税 一個人の飢民剔の 厦痢金欟収
- - 一 一

ヽ-
一 一

国民年 金の員徊儼 輿、保険料の靹付

地
域
振
輿
郡

地 域 瘢 輿 課

庄 区 施 設 譚

剿主 幹( 住区 胝殷 嶐遭)

経 濟 諌

暄民自治組繼XZ冫振興 区眤● 睾、区民保襴所の申込
- ・ 一 一 一- -
曾理、学● 保膏麕
柱区鹿屋溷営組● の同成
鳥● ・工埀・● 埀辱の振興、中小企東嘸髑、商工l l謨

土
木
田
-
主
幹

計S 調 整 課

剛 主 幹( 調 蕃)

刪 主 幹( 下 水 ● 魯鶇)

路 政 諌

公 ● - 児 ● 遷● 弩の證宦 黔・ 、 私亶 ● 爨・j i・S 擂水膃皿辱
の樫皿

区は外 が龝行 羣る 土搴事癡の櫚 靈

公共厂F水画町糶

羞水 路萼の ● 察指導 一占用 一画 路台 ● 作躪

用 地管 理課

公 鸚 課
排 水 課
下 水 画 課

量水霑萼の区 飆 ● 示・● 定- 實更 一腹止、区 有 ● 籌の吸 弯

公 ■ ・児驫 蓋● 萄の ● 筐管璽

搆水 ● 、 水門等の 服圃曹 逶、銜 踞灯

公共 下水道工 事の 施工

圃 樂 晏 鏑 会 事 務 目 農地法問隰の肝可、農業姪営碍の証明



昭 和61 年4 月20 日あ だ ち 広 報第722 号( 3)

5 月
1 日か ら 情報公開制度がスタート

よ
り
開
か
れ
た

区
政
を

区
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
区
役
所
に

な
に
か
特
定
の
書
類
の
閲
覧
を
申
し
出
た
が
、
見
せ
て
も

ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
縫
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
は
、
住
民
票
の
よ
う
に
閲
覧
制
度
の
あ
る
一
部
の

公
文
書
を
除
き
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
公
文
書
を
閲
覧
し
て

い
た
だ
く
制
度
が
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

公
文
書
公
開
条
例
に
よ
る
情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
5
月
1
日
か
ら
は
、
公
開
謫
求
の
あ
っ
た
公
文
書
は
、

お
見
せ
で
き
な
い
合
理
的
な
理
由
の
あ
る
場
合
を
除
き
、

す
べ
て
公
開
し
ま
す
。

●
公
開
購
求
の
窓
口

受
付
の
窓
口
は
、
本
庁

舎
卜
階
お
よ
び
中
央
本
町

庁
舎
冫
階
の

「
憐
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。

●
公
開
の
費
用

公
文
書
を
ご
覧
い
た
だ

く
場
合
は
無
料
。
写
し
の

交
付
は
有
料
で
す
。

公
開
す
る
か
ど
う
か

は
。
請
求
の
あ
っ
た
日
か

ら
1
5日
以
内
に
決
定
し
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
不
服
の
申
立
て

非
公
開
に
不
服
の
方

は
、
不
服
申
立
て
か
で
き

ま
す
。

不
服
申
立
て
は
、『
公
文

鏖
公
開
審
査
会
』
と
い
う

附
属
機
関
で
。
第
三
者
的

立
場
か
ら
公
平
な
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。
区
は
審
査

会
の
意
見
を
聞
い
て
再
度

公
開
す
る
か
ど
う
か
を
決

め
ネ
罵

○
公
文
書
の
公
闘
請
求
・

お
問
合
せ
は
、
本
庁
舎
情

報
公
開
課
、
ま
た
は
中
央

本
町
庁
舎
情
報
公
開
課
分

室
(
a
M
5
0
0
1
)

へ
。

請求 から公開 まで のしくみ

区民レポーター
梅田8 丁目・主婦 池畑宮子さん

足立区の情報公開制度について

5
月
1
日
の
制
度
実
施
を
前

に
、
情
報
公
開
制
度
と
は
ど
の
よ
'
W

も
の
か
、
梅
田
8
丁
目
在
住

の
池
畑
宮
子
さ
ん
が
、
奥
津
麗
子

情
報
公
開
跿
長
に
聞
き
ま
し
た
。

情報
公開

って何

奥津麗子
情報公開課長に聞く

池
畑

私
は
情
報
公
開
懇
話
会

委
員
と
し
て
足
立
区
の
情
報
公
開

制
廩
つ
く
り
に
微
力
な
が
ら
携
わ

っ
て
き
た
ん
で
す
が
、
い
よ
い
よ
5

月
1
日
か
ら
制
度
実
施
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
惴
報
公
開
制
慶

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
説
明
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

奥
津

情
報
公
開
制
度
と
は
、

区
が
持
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
必
要
な

と
き
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
。
こ
れ

を
権
利
と
し
て
保
陣
す
る
'七
で

す
。
ま
た
、
区
に
は
公
文
S
を
公

開
す
る
義
筋
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
公
又
S
公
開
制
度
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

池
畑

情
報
公
開
と
惴
報
提
供

は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
忝
ん
で

す
か
。

奥
津

区
で
は
今
ま
で
、「
あ
だ

ち
広
報
」
や
各
穡
刊
行
物
奮
堰
じ

て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
方

が
良
い
と
思
わ
れ
る
情
報
受
区
の

判
断
で
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
が
情
報
提
肚一
で
す
ね
。
情
報
公

開
は
、
皆
さ
ん
が
欲
し
い
と
き
に

欲
し
い
情
報
を
貝
体
的
に
請
求
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
を
公
閲

し
て
い
く
と
い
う
制
度
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
区
政
へ
の
区
民
穆

加
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
弓
ん
で
す
が
、
区
民
穆
加

の
前
提
と
し
て
、
ま
ず
佃
報
が
皆

さ
ん
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

状
態
が
望
ま
し
い
で
す
ね
。
そ
の

た
め
に
は
、
提
供
さ
れ
た
情
報
に

も
、
さ
ら
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

池
畑

そ
う
で
す
ね
。
情
報
提

供
を
き
っ
か
け
に
、
も
っ
と
知
り

た
く
て
情
報
公
開
受
利
用
す
る
と

い
っ
た
場
合
も
、
ど
ん
ど
ん
出
て

く
る
と
思
い
ネ
す
。

制
度
実
施
ま
で
の
動
き

池
畑

と
こ
ろ
で
制
度
の
実
施

ま
で
に
は
、
区
で
も
い
ろ
ん
な
苦

労
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
。

奥
津
5
7
年
7
月
に
足
立
区
で

も
情
報
公
開
制
度
を
始
め
ぷ
つ
と

決
め
て
か
ら
、
内
部
で
文
書
管
理

の
あ
ひ
方
や
足
立
区
の
制
度
を
ど

の
ぶ
7
な
も
の
に
し
て
い
く
か
検

討
し
黔
し
た
。
こ
れ
が
袤
ぐ
ま
っ

て
か
ら
は
、
池
畑
さ
ん
に
も
お
願

い
し
た
情
報
公
開
懇
話
会
で
、
学

者
や
区
民
の
方
の
参
加
の
も
と
、

情
報
公
開
制
度
の
骨
組
み
を
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
間
に
、
区
役
所
が
ど
ん
な

文
S
を
苻
っ
て
い
る
か
全
庁
的
な

調
査
を
し
た
り
、
職
員
の
單
諏
啓

発
の
た
め
の
講
演
会
、
研
修
も
行

い
ま
」
た
。

嘴
報
公
開
制
度
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
請
求
の
あ
っ
た
文
癖
を
す
み

や
か
に
み
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
文
書
を
療
し
や
す
く

取
り
出
し
や
す
い
体
制
づ
く
り
と

し
て
「
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」

を
整
偉
し
、
実
施
に
備
え
て
い
ま

す
。池

畑

こ
う
い
っ
た
役
所
内
部

の
努
力
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
も

よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

か
ら
は
区
の
内
部
の
動
き
に
つ
い

て
も
知
ら
せ
て
も
う
凡
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

区
の
情
報
公
開
制
度
の
特
色

池
畑

で
は
、
足
立

区
の
情
報
公
開
制
度
の

特
色
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

奥
津

請
求
は
実
質

誰
で
も
で
き
る
と
い
う

こ
と
。
区
民
の
方
は
も

ち
ろ
ん
請
求
で
き
る
ん

で
す
が
、
そ
れ
以
外
の

方
で
も
、
請
求
理
由
を

申
し
出
て
も
ら
え
れ

ば
、
公
閧
に
に
じ
ま
す
。

そ
れ
に
、
意
思
決
定

過
程
の
文
書
も
公
開
す
る
と
い
う

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ほ
か
の

自
治
体
で
は
、
行
政
の
意
思
が
決

ま
っ
て
か
ら
公
開
す
る
と
こ
ろ
も

多
い
ん
で
す
が
、
区
で
は
、
情
報

を
生
鮮
食
料
品
と
と
う
凡
て
、
新

鮮
な
う
ち
に
公
開
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
区
政

齢
加
の
保
障
に
も
な
ひ
ま
す
ね
。

池
畑

新
し
く
中
央
本
町
庁
舎

か
で
淞
汞
し
た
が
、
請
求
は
ど
こ

へ
行
け
ば
い
い
の
で
す
か

。

奥
津
千
住
の
本
庁
舎
と
中
央

本
町
庁
舎
に
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

を
作
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
都
合
の

艮
い
方
受
`
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ぱ
と
思
い
ま
す
。
‘
'死

、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
区
政
資
料
室

も
あ
わ
せ
て
般
置
し
ネ
す
。
こ
こ

で
は
、
区
の
刊
行
物
や
統
計
資
料

な
ど
も
お
き
ま
す
の
で
。
そ
れ
で

ナ
分
ま
に
あ
う
崎
報
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

池
畑

今
ま
で
は
、
自
分
が
欲

し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
も
ら

う
の
に
、
ど
こ
の
課
へ
行
け
ば
い

い
の
か
良
く
分
か
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
こ
う
い
う
も
の
も
区
政

資
料
室
に
お
ぐ
ん
で
す
か
。

奥
津

そ
う
で
す
。
区
が
発
行

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
ま
な
も

の
は
、区
政
資
料
室
に
お
夊
篆
'す
。

情報公開コーナーでは、各種区政
資料や行政資料を閲覧できます

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は

池
畑

情
報
公
開
に
伴
っ
て
、

私
た
ち
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
さ

れ
る
心
配
は
な
い
ん
で
す
か
。

奥
津

区
が
持
っ
て
い
る
情
報

に
は
、
個
人
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
2

手
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
は
。

い
っ
た
ん
公
開
さ
れ
る
と
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。ま
た
、
憲
法
で
も
基
本
的
人

権
の
ひ
と
つ
と
し
て
保
障
さ
れ
て

い
ま
す
。し
た
が
っ
て
区
で
も
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
情
報

は
最
大
限
に
尊
重
し
、
原
則
非
公

開
と
し
ま
す
。

池
畑

私
は
消
費
者
友
の
会
の

役
貝
を
し
て
い
る
ん
で
す
か
、
友

の
会
会
貝
名
簿
が
公
開
請
求
さ
れ

た
場
合
は
。
ど
の
よ
う
な
取
り
扱

い
に
な
る
ん
で
す
か
。

奥
津

友
の
会
は
多
く
の
会
員

が
い
て
、
消
費
者
の
た
め
に
地
域

で
活
発
に
活
励
し
て
い
ま
す
の

で
、
役
員
の
方
の
役
職
と
名
前
は

公
開
す
る
こ
と
に
な
り
李
T

。

た
だ
、
友
の
会
に
入
和
に‥
'た
い

と
い
冫

」と
で
し
た
ら
、
情
報
提

供
と
い
う
形
で
、
住
所
、
連
絡
先

も
歓
え
ま
す
。

池
畑

ほ
か
に
も
非
公
開
と
な

る
崎
報
は
あ
る
ん
で
す
か

。

奥
津

会
社
や
個
人
の
営
業
に

関
す
る
情
報
で
。
公
開
す
る
と
、

こ
れ
ら
の
利
益
を
そ
こ
な
う
も

の
。
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

区
政
運
営
に
支
障
が
生
ず
る
も

の
。
ま
た
、
法
令
等
で
公
閲
で
き

な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

積
極
的
な
ご
利
用
を

池
畑

情
報
公
開
制
度
が
始
ま

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
が
区

政
に
参
加
す
る
足
が
か
り
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

特
に
、
若
い
人
た
ち
の
区
政
へ

の
関
心
が
薄
い
ぶ
つ
に
感
じ
ま
す

の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
区
政
参
加
が
で
き

る
ん
だ
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

奥
津

行
政
の
役
創
は
、
住
民

の
指
導
馼
か
ら
調
整
役
へ
と
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
情
報
を
よ
り

ど
こ
ろ
に
皆
さ
ん
も
区
政
や
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
。
区
と
一
幡
に

な
っ
て
考
凡
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
区
政
の

発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

池
畑

最
後
に
、
今
後
こ
の
制

度
を
ど
の
よ
う
に
運
用
し
て
い
く

の
か
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

奥
津
情
報
非
公
開
制
度
だ
と

筥
わ
れ
な
い
ぶ
つ
に
、
し
っ
か
り

と
運
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
‘
¥
(
い
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ぱ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、
情
報
公
開
を

テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

予
定
し
て
い
李
T

。
そ
の
際
は
、

大
勢
の
区
民
の
万
の
ご
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ベ
ル
モ
ン
ト
市
へ

海
外
派
遣
中
学
生
募
集

足
立
区
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

ん
で
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ベ

ル
モ
ン
ド
市
に
中
学
生
を
派
遣
し

ま
す
。

現
地
で
は
、
家
庭
で
の
「
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
」
奮
皿
じ
て

、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
家
庭
生
活
、
社
会

、

文
化
な
ど
に
ふ
れ
、
国
際
理
解
と

親
善
を
深
め
ホ
歹
。

日
程
7

月
2
4
日
～
8

月
2

日

(
う
ち
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
3
日
間
)

派
遣
先

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ベ

ル
モ
ン
ト
市
、
シ
ド
ニ
ー
市
ほ

か
応
募
資
格

▽
区
立
中
学
在
学
の

2
年
生

▽
心
身
と
も
に
健
康

で
明
朗
か
つ
礼
牋
正
し
い
生
徒

ワ
英
語
に
興
味
、
関
心
の
あ
る

生
徒

▽
保
護
者
の
同
意
が
寿

ら
れ
る
こ
と

▽
派
遣
前
と
派

遇
後
の
研
修
会
に
参
加
で
瘴
る

i
募
集
人
敵
1
0

名
(
c

募
者
の
中

か
ら
面
接
の
「ヽ
え

選
出
」

費
用

旅
費
、
灣
在
費
、
研
修
費

な
ど
は
区
が
負
担
(
お
み
や
げ

代
な
ど
は
自
己
負
担
)

申
込
方
法
申
込
用
紙
(
各
中
学
　

校
に
あ
り
)
に
必
要
事
項
を
記
　

入
の
・
?
晟
所
属
学
校
に
提
出
し
　

て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
4

月
3
0日

問
合
せ
先

本
庁
舎
教
育
委
貝
会

指
導
室

気をつけよう

学習教材の

訪問販売

舂
を
迎
え
、
入
学
・
進
級
さ
れ

る
子
ど
も
た
ち
は
、
希
望
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ろ
こ
と
で
し
ょ

う

。
そ
ん
な
家
庭
を

、
学
習
教
材

の
訪
問
販
売
員
が
ね
ら
っ
て
い
ま

す
。「
い
つ
で
も
解
約
で
き
る
」
と

販
売
員
は
筥
い
ま
す
。

で
も
あ
と
で

▽
送
ら
れ
て
き
た
も
の
が
、
説
明

さ
れ
た
も
の
と
ち
が
う

▽
3
年
分
賈
わ
さ
れ
た
が
、
つ
い

て
い
か
れ
な
く
な
っ
た

な
ど
と
い
う
y
』と
が
起
き
て
、

契
約
の
解
除
を
業
者
に
申
し
入
れ

て
も
、
解
約
に
C
じ
な
い
、
と
か

解
約
に
応
じ
て
も
、
高
額
な
解
約

綱
料
を
請
求
さ
れ
た
り
」
ま
す

。

あ
と
に
な
っ
て

。失
敗
し
た
‘

と
後
悔
し
な
い
た
め
に
、

▽
い
ら
な
い
も
の
は
、
き
っ
ぱ
り

断
る

▽
買
う
時
は

、
家
族
と
相
談
す
る

▽
う
か
つ
に
署
名
・
押
印
し
な
い

▽
契
約
内
容
豪
よ
く
確
か
め
る

▽
代
金
の
全
額
払
い
は
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い

新
社
会
人
と
な
っ
た

み

な

さ
ん
へ

「
取
り
組
ん
だ
ら
離
す
な
!
・
般

さ
れ
て
も
離
す
な
″
‥
目
的
完
遂
ま

で
離
す
な
!
・
!
・
!
・
」

新
社
会
人
と
な
ら
れ
た
み
な
さ

ん
、あ
な
た
が
た
に
英
会
話
敷
材
、

レ
ジ
ャ
ー
会
員
権
、
化
粧
品
な
ど

を
売
り
つ
け
ぷ
フ
と
、
こ
の
標
雷

を
た
た
き
こ
ま
れ
た
セ
ー
ル
ス
マ

ン
た
ち
が
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
勧
誘

で
つ
い
契
約
さ
せ
ら
れ
、
あ
と
で

後
悔
し
な
い
た
め
に
、
本
当
に
必

娶
な
も
の
か
ど
う
か
、
し
っ
か
り

と
判
断
し
、
契
約
は
慎
重
に
し
て

く
だ
さ
い
。

・

そ
っ
と
お
教
え
し
ま
す
。
セ
ー

ル
ス
マ
ン
の
大
嫌
い
な
も
の
…
…

そ
れ
は
、
せ
っ
か
く
と
っ
た
契

約
も
、
7
日
以
内
に
、
書
面
で
業

者
に
通
知
す
れ
ば
、
無
条
件
で
解

約
で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制

度
で
す
。

昂
ま
り
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
を

乱
発
し
て
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
い

じ
め
な
い
た
め
に
も
、
契
約
は
く

れ
ぐ
れ
も
懊
耋
に
し
て
く
だ
さ
l
V

く
わ
し
く
は
'
S
K
者
セ
ン
タ

ー
(
`
‘
8
7
0
1
3
0
1
)
へ
。
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わがまちの住区施設
五反野コミュニティセンターをルポする

区
で
礦
哩
民
相
互
の
連
帯
と
人
間
畦
齊
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
～
、ま
ち
つ
く
り
施
胯
と
し

气
庄
区
セ
ン
タ
ー
の
建
聆
を
4
め
て
い
ま
す
。
昭
和
5
5
犖
に
開
設
し
た
梅
島
僅
区
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
、
昭
和
∽
年
度
ま
刄
に
2
1
箋
扮
蚕
題
設
し
て
u
r
n
し
尺
こ
れ
ら
の
施
設
は
区
民
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
咳
と
し
て
人
衆
乃
x
{
馴
を
ほ
た
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
中
の
y
つ
五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー
を
訪
ず
れ
て
み
″
C
た
。
こ
の
施

股
は
、
瑞
政
段
階
か
ら
僅
民
の
意
見
ぷ
生
か
し
て
即
っ
た
ユ

ー
T
ク
乞

の
で

す
。

ちょっと

おじゃま

し ます。

ひ
ろ
が
る
笑
顔
人
の
輪

私
は
、朞
や
粁
棋
が
大
好
き
刄

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
世
話
役
を
し
て

い
ま
し
へ

亭
秘
畏
に
な
っ
た
の

は
1
年
卵
で
す
。

利
円
者
に
気
を
つ
か
ね
さ
せ
な

い
よ
2
`
啀
に
声
を
か
け
た
り
、

あ
た
た
か
い
心
で
も
て
な
す
よ
う

心
か
け
て
い
ま
す
。

た
と
凡
ぱ
、
牟
を
と
っ
て
忘
れ

つ
ぼ
く
な
っ
て
い
欠

が
多
い
ん

で
す
か
、
な
る
べ
く
声
を
か
け
て

忘
れ
初
な
ど
の
な
い
よ
う
に
接
し

て
い
ま
す
。

勳
い
て
い
る
お
か
げ
で
生
活
も

規
則
正
し
く
な
n
靤
B

に
は
り
か

で
て
き
て
た
い
へ
ん
う
れ
～

思

っ
て
い
ま
す
。

五 反 野 コ ミ セ ン の 事 務 長

武藤修三さん( 足立3 丁目)

ジ
ャ
ズ
伍
操
が
t
き
で
毎
週
金

一
日
に
き
て
い
ま
す
か
、
人
と
の

交
流
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
惴
報
が

入
っ
て
く
る
こ
と
か
と
て
も
よ
い

と
思
い
ま
す
。

た
と
き

、
お
叱
啀
の
j
-と
、

夫
容
の
X
I
'

の
こ
い
な

ど

お
互
い
に
闡
い
た
り
、
話
し
あ
っ

た
E

て
い
ま
す
。

ポ
氾

、
中
学
、
高
校
生
、
主
婦
O
L

、
歌
事
手
伝
い
と
い
ろ
い
ろ

な
職
業
哭

が
い
グ丶

年
齡
の
ギ

ャ
ッ
プ
が
な
く
な
り
、
友
達
に
な

れ
る
の
も
と
て
も
よ
い
と
思
い
ま

す
。旭

域
の
人
か
ほ
と
人
ど
で
す

が
、
友
遣
か
匁

い
て
区
外
か
ら

き
て
い
尖

も
い
ま
す
。

利゙ 用 者の 戸

猪狩容子さん 洒綾瀬3 丁目)

。ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
や
バ
ン
パ
ー
を

八
お
し
て

多
ぜ
い
裳

遣
が
で

奎

し
ぺ

こ
こ
に
来
れ
ば
だ
れ
か
知
旦
四

い
か
い
圭
y
の
刄
貨
然
さ
び
し

い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
で
の
も
や
も
や
し
た
こ
と

も
忘
れ
、
気
分
転
換
に
も
な
り
、

楽
し
く
噸
。』し
て
い
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
倉

体
ぱ
か
り
で
な
ぐ
。薗
も
つ
か
い
、

い
つ
も
調
7
か
い
い
気
が
し
ま

す
。

利゙ 用 者 の 戸 。

宇都野米吉さん( 西綾瀬4 丁目)

伸
ぴ
伸
び
と
子
ど
も
ど
冫
し

で
自
由
に
轟
l
せ
自
主
壯
苳
蕀

嗷
す
る
ぷ
つ
に
し
て
い
ま
す
。

た
べ
7
-
と
も
が
け
か
を
し

な
い
ぷ
つ
に
気
を
付
け
た
り
、

い
旨

が
な
い
ふ
つ
に
心
く
ぱ

り
を
し
て
い
ま
す
。

孑
ど
も
が
畄
っ
て
い
る
と
き

な
ど
に
は
相
談
に
す
ぐ
の
歪

・
冫
心
母
さ
ん
&
に
黴
し
て
い
ま

す
。

゛現 場 で の 声 。

別所机久岐さん( 西綾瀬3 丁目)

計
画
段
階
か
ら
住
民
の

意
見
を
い
か
し
て

管
理
瀑
営
委
貝
長
の
飯
塚
灣
次

郎
さ
ん
か
ら
甎
股
が
で
帚
9
ま
で

の
い
掫
き
つ
や
特
必
な

ど
い
ろ
い

う
お
話
冫

簒

藺

き
し
ま
し
べ

▽
手
づ
く
り
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て

高
齢
化
紅
白
か
屬
吁
し
て
い
く

中
刄

お
年
寄
り
に
は
楽
し
み
。

子
ど
も
に
は
、
非
一
行
に
は
し
ら
な

い
ぷ
つ
に
、
地
峨
哭

た
ち
が
互

い
に
心
と
し
が
ふ
れ
1

な
廠
投
を
と
思
っ
て
い
ま
し
爬
　

幸
い
、
公
園
用
地
の

瞬
り
に
蜀

股
を
つ
く
れ
る
空
地
か
あ
り
、
地

主
か
ら
公
共
施
設
を
つ
く
る
H
Q

な
ら
売
っ
て
を

い
と
の
内
豕
を

叫
ア
丶

詁
し
を
区
に
も
っ
て
い
っ

た
の
か
き
っ
か
け
で
今
日
の
啀
設

か
で
孝
ま
し
へ

こ
の
施
設
ア
ほ
、
設
計
段
階
か

ら
庄
民
参
加
で
す
す
め
て
い
氛

自
分
た
ち
の
刪
憊
丁
夫
が
ま
か
さ

れ
、
自
分
た
ち
の
鷹
設
岑
a
ら
の

手
で
っ
く
り
あ
げ
た
と
い
う
哭
略

が
あ
口
季
歹
。

具
体
的
に
、
こ
の
施
設
の
特
色

を
4
つ
あ
″
7
Fす
と

。

▽
老
人
に
働
く
生
き
が
い
を

踊
り
、
歐
、
幽
耳
、
网
哄
ぱ
か

り
か
參
人
の
ま
さ
か
い
で
ほ
あ
り

ま
せ
ん
。

や
は
り
颱
く
生
き
が
い
と
し

て
、
呼
作
業
を
し
な
が
ら
な
に
が

し
か
の
収
入
を
囀
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
活
に
は
昜

冫
Q
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
考
凡
か
ら
こ
の
施
設
に

作
鳶
令
を
つ
く
n
譱
'
汽

▽
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
浴
室

お
風
呂
は
、
お
年
寄
り
に
は
か

け
か
え
の
な
い
楽
し
み
の
ひ
と
つ

で
す
。
多
く
哭

が
脳
室
設
置
に

賢
成
し
て
い
る
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
を
区
に
庭
出
し
た
り
、
浴
場
組

台
と
も
晒
し
め
っ
た
じ

て
裕
墮

設
置
に
こ
ぎ
っ
ざ

た

。

漾
秡

も
う
冫

と
つ
の
特
色
は

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
藁
と
し
て
、
ソ

ー
フ
ー
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
燃

町
費
を
節
減
し
た
こ
と
で
す
。

▽
ロ
ビ
ー
の
設
置
と
土
足
方

式
の
採
用

こ
こ
で
は
、
お
平
寄
り
や
了
ど

も
の
股
備
だ
け
で
令

。
だ
れ
で

も
自
由
に
利
用
し
談
笑
す
る
場
と

し
て
立
限
な
ロ
ビ
ー
が
あ
り
ま

す
。会

擧
蚕
と
ロ
ビ
ー
を
竸
ぺ
刄

間
仕
切
り
を
可
動
式
に
し
;

の
で

大
勢
の
会
合
の
吟
、
広
く
院

え
裏

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

ま
夊

玄
関
で
覆
物
を
硯
が
な

い
で

鳬

土
足
の
ま
ま
利
用
で
き
i

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

和
室
以
外
は
、
全
t
t土
足
力
弍

で
す
。
五
反
野
コ
ミ
セ
ン
か
最
初

に
こ
の
方
式
を
と
り
、
そ
の
唆
の

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
す
べ
て

土

足
方
式
を
猴
明
す
i

・つ
に
な
り

ま
し
た
。

▽
公
園
と
施
設
が
一
体
で

庄
民
が
、
公
園
の
造
成
に
設
計

段
階
か
ら
穆
加
し
、
公
罰
の
管
理

も
私
た
ち
が
委
託
を
う
け
、
自
主

曾
理
を
し
て
い
ホ
T
。

X
と
陥
康
し
刄

公
園
の
鷺
理

は
区
役
所
の
公
園
捩
、
廠
設
は
、

住
区
甄
咬
課
と
い
う
征
来
の
た
て

わ
り
方
式
を
と
り
は
ら
い
、
で
き

る
だ
け
、
庄
民
に
よ
る
目
主
管
理

方
式
を
つ
ら
ぬ
孝
F
y

丶

ま
た
'
U
S

、
麌
園
、
公
園
が

。
体
と
な
っ
て
便
い
や
す
い
ぷ
つ

工
夫
夸

」
ら
し
、
自
由
に
利
用
で
4

又
T
t
つ
に
し
ま
し
へ

地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
に

五
反
野
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
年
齢

屬
も
、
お
年
寄
皋
、
子
ぐ
9
た

け
の
出
a
い
の
堝
だ
け
で
?

町
公
の
金
皀
、
地
岐
の
勉
強
会
な

ど
多
目
的
に
つ
か
わ
れ
て
い
ま

す
。凧

阪
の
予
足
表
に
甎

ぎ
っ
し

り
名
一

の
卜
事
が
つ
ま
っ
て
お

り
、
年
間
の

べ
約
了
万
i

干
人
の

区
民
の
方
に
利
刷
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
す
べ
て
旭

嘆
の
皆
さ
ん
の
発
想
で
実
現
し
た

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
自
由
な
発
想

は
、
ど
ん

ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
宍
に
自
分
た
ち
y

は
自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
1

い
I冫
膤
諏
が
各
地
に
多
生
癶

ふ

れ
あ
い
が
あ
っ
て
い
き
い
き
と
し

た
I足
霆
か
み
お

る
こ
と
は
、
大

変
冪
ぱ
し
い
こ
と
で
す
。

ふ
れ
あ
い
や
交
流
の
場
と
し
て

の
庄
区
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
そ
れ
を

と
り
ま
く
庄
民
の
生
活
の
堝
で
あ

る
地
域
哇
会
へ
と
発
展
し
、
連
帯

し
て
X
?

く
心
の
ふ
れ
あ
い
鬯

か
な
任
み
よ
い
老

つ
く
り
の

原
動
刀
と
今
Q
こ
と
昴
廟
待
し

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
区
で

は
、
5
6力
所
の
庄
区
施
設
の
建

設
を
目
憚
に
地
域
に
根
ざ
し
た

皆
さ
ん
の
施
設
と
し
て
、
建
設

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー

5
月
1
日
オ
ー
プ
ン

施
設
概
要

・
ロ
ビ
ー

玄
閲
戈

る
と
、
人
き
な
口

ピ
ー
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
の
方
が
た
に
、
自
圃
に
利

用
し
て
も
ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
軸
を
ひ
み

て
も

ら
う
た
め
に
設
置
し
ま
し
た

。

・

集
会
施
般
(
会
議
室
)

定
員
は
、洳
～
萄
名
で
、講

習
会
、晒
し
合
い
な
ど
の
会
<
H

に
和
用
で
き
ま
す
。ま
た
、

科
理
教
室
も
で
き
1
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。ま
べ
旧
髱
『

色
人
館
の
休
館
日
と
夜
間
は
、

全
肥
を
僅
区
喚
会
施
設
と
し

て
、多
目
的
に
団
体
が
利
用
す

る
こ
と
か
で
き
ま
す
。利
用
時

間
併
は
午
前
、午
険
、夜
間
の

3
区
分
?
丶
潭
暁
利
用
も
で
き

ま
す
。

闘
館
時
間

午
飢
9
時
～
午
榎

1
0畔

休
館
日

肓
月
第
3
日
曜
日
の

翻
日
の
月
町
日
(

濟
掃
休
館

旦

、
お
よ
び
年
末
年
始

徑

月
2
9日
I
I

月
3
旦

申
込
方
法
利
用
日
?
カ
月
　

前
か
ら
僅
区
セ
ン
タ
ー
の
受

け
付
け
で

甲
し
込
み
が
で
き

ま
す
(
電
篩
に
よ
る
申
し
込

み
は
で

賣
ま
せ
ん
)

薺
児
I
綰

広
場

、
図
書
室

、
工
作
窒

、

学
童
保
育
室
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
用
途
に
c
じ
た
設
爾
か
整

っ
て
い
ま
す
。

開
嶝
眄
聞

午
前
9
畔
I
午
後
　
5

時

休
館
日

胝
週
月
嗜
日
と
毎
月
　

第
3
日
曜
口
{

家
庭
の
旦

、

お
よ
び
年
太
年
哈
(
2
月
3
　

日
1
1

月
3
n
)
、国
民
の
観
　

日
(
こ
ど
も
の
日
は
開
館
)

・

老
人
鯉

大
広
間
や
娯
楽
窒
に

、
レ
コ

ー
ド
プ
レ
ヤ
1

、
囲
碁
、将
棋
、

オ
セ
ロ
が
あ
る
ほ
か
、
ヘ
ル

ス
ト
ロ
ン
、
バ
ン
パ
ー
な
ど

。

お
年
寄
り
の
方
が
た
の
た
め
の

睹
設
潸
岑
痙
え
で

あ
n
ま
す

。

開
麗
時
簡

乍
前
9
時
～
午
後
　
5

時

休
綰
日

毎
週
月
曜
日
と
毎
月
　

第
3
日
堰
日
(

家
履
の
日
)
、

お
よ
び
年
末
年
始
(
a
月
2
9
　

日
I
I

月
3
日
气
国
民
の
双
　

日
(

歌
そ
の
日
は
開
館
)

○
利
用
方
法

、
遵
営
に
つ
い
て

の
問
い
皀
わ
廿
ほ

。
綾
瀬
庄
区

セ
ン
タ
ー
(
a
a
9
9
0
8
)

へ

。

A
庄
区
施
設
推
進
担
当
v

管 理 運 営 委 員 長

飯塚濤次郎さん( 足立2 丁目)

こ
ん
な
に

ふ
え
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
広
場

住
区施
設と

は

住
区
施
設
の
名
称
が
住
区
セ
ン

タ
ー
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ぐ
セ
ン
タ
ー
(

略
し
て
コ
ミ
セ
ン
)
と
わ
か
れ

て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、そ
れ
ぞ

れ
が
異
な
っ
た
施
般
と
り
£
け
?

ほ

あ
り
ま
仕
刄

。

旭
元
の
方
々
が
、
曾
理
運
営
委

貝
会
を
閲
い
て

名
称
夲
庚

て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
白
わ
せ
た
名
林
に
な
っ
て
い
ま

す
。

・

住
区
と
は

a
で
は

、「
迎
帯
し
て
築
气

『し

の
ふ
れ
あ
い
の
I
か
な
ま
ち
』
を

桑
い
て
い
く
た
め
の
ひ
と
つ
の
単

口
と
し
气

小
学
校
の
通
学
区
域

程
度
の
ひ
ろ
が
り
を
「
住
区
」
と

考
え
て
い
ま
す
。『
僅
区
』
は
、
子

ど
も
た
ち
か

毎
日
遊
び
F
つ
っ
て

い
る
範
囲
や
、
主
掃
た
ち
が
歸
段

の
買
初
を
し
て
い
る
硬
囲
な
ど
多

く
の
住
民
の
方
が
た
の
日
常
生
活

に
結
び
つ
い
た
活
励
債
域
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は

、
中
央
本
町
庁
舎

庄
区
施
設
雇
進
担
当
i

啝
5
1
8
1

‘
へ

。

・隹区 施設所 在 地一 覧

フ ォト
ニュース

3 月 のあ だ ち

3 6
区 役 甬1 陋 ロビ ーに,

チユ ー リ ツ ノの 叱yj 辿U 、

疔 舎 を 肪n るs 民 の 万も 、
一 足 早 い 舂の 訪 れ を 満喫 し
て い 泄 し た。 こ 斟 は 区内 の

花哥 寂 培良 家 が 温 蚕 で円 糒
込 め て 竒 て二 も の で 可。

3 19
足卜 区 と 呎 妹 都市 提 携を 岾 乢 で い る、j

一一ヌ ト・つリ 冫 ・ ぺi じモ ントi l c I J , 可片 ■ 1f c ?
刀 り15Eg で 「日 本エ キ ヌ ぷ展 。 閼催 さr ・J 4s

も 区 でも 、 綰 馬 、 浴a 泌J : ぬぐ い 、
カ ハ ンR 区内 風 爾 写 員な ど を 甄l 使 で4
月 初 め|ご 逗りJ し た 。

a/ 10
匠 野t 2ンり 一な ど 、 区の 旋洫I G

力 誦 に「 自n し て明 日 を さ すく 吊口

区J と 窗い た 、 大き な だ れ 幤が 下 だ
つてい まり 。23区 はj 市J と 比へ 、制

侵 上 さま ざ ま な 制 約が あり ま可 。 今23
区 は" 市J と 同じ よ う な自 冶体 に1

る 運 動を 阿 弓 めr いJ 4

3/ 28
政治S 役 甬 ゆ央 本叨旨 裲が 笂 成 、3 月

㎜㎜ ■ ■ ■ ㎜7 ♂7日 に 落 成 式が 行 な われ ま し た。 こ の 斤肖 は 、4

岡 ア日 びら 区 内181ヵ 所 に開 設 し た 区 民 事務
甬 と3 ン ライ ン で つな が) であ り 、 その 雫 枢

煢 嘱 ど な るモ。の で4

3/ 25
3 月 は 包』r lの 季 節3 月2qBl acp 字 収37

校 、乃 日 は 小 学 校79校 で 卒業 式 が 衍な わn ま

し た。 恩 師 と の別 れ 、 友 達と のqu れも あ り 刄
し た が、4 月 がら の 新 しい 生 石 に 夢を は セ た

帛 砺 こ 満ち た 哨 こ夲、出 皀い まし た 。

ワン・ニャン 言わせて

良い飼い主…
… 困る飼い主

嚴
皿

舛
家
の
犬
の
騒
淅
訴

訟
鮫
判
で
心
謝
料
6
0万
円
の
刈

良
賀
道
が
あ
り
声
し
べ

[
犬
・
猫
の
フ
ン
を
な
ん
と
か

し
て
ほ
し
い
{
放
し
飼
い
の
犬

に
か
ま
れ
た
}
と
保
喟
所
に
も

多
く
の
苦
疇
や
桐
談
か
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
マ
ナ
ー
が
鬯
い
と
態

わ
れ
る
犬
片
価
に
も
蒿
い
分
が

夸
Q
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
き
ょ
う
は
、
足
立
区

在
住
の
犬
・
猫
を
代
宍
し
て
ワ

ン
吉
さ
ん
と
ニ
ャ
ン
孑
さ
ん
に

出
席
し
て
い
た
だ
穹

人
間
と

ワ
ン
ニ
ャ
ン
S

が
、
よ
り
‘艮
い

関
係
を
も
つ
た
め
に
、
ど
う
し

た
1

い
か
と
話
啻

ぶ

が
い

ま
し
た
。

司
会
者

コ
ン
ニ
チ
ワ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
絛
笵
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

ワ
ン
吉
(
イ
、
ま
ず
紕
判

の
I
陛
に
つ
い
ア
ほ
、
人
変
残

蓉
な
こ
右
じ
す
。
仲
間
の
内
に

は
。
僅
格
の
悪
い
も
の
も
い
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
貫
任
は

ワ
ン
と
憊
っ
て
も
飼
い
主
に
あ

尤
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
日
中
つ
な
ぎ
っ
ぱ
な
し
で
散

歩
も
さ
せ
て
も
ら
え
な
け
れ

ば
、
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
ら
ん
ワ

ン
。
い
や
4
武
か
え
ま
し
`
丶

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
吠
え
た

く
友
Q

豕
す
。

司
会
者

な
る
ほ
べ

散
歩

は
飼
い
主
に
と
っ
て
は
鹽
麥
な

義
務
の
一
つ
で

す
り

ワ
ン
吉

犬
に
と
っ
て
鮫
歩

は
、
健
嗄
の
た
め
と
、
排
尿
の

た
め
に
絶
勾
に
必
脣
な
こ
と
な

の
で
弌

司
会
邁

そ
う
し
ま
す
と
、

欲
し
飼
い
叉

た
っ
ぷ
り
運
助

し
た
方
が
ワ
ン
ち
ゃ
ん
た
ち
に

は
艮
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね

ワ
ン
客

と
ん
で
も
な
い
　

放
し
飼
い
は
、
私
た
癸

篌

に
と
っ
て
も
困
っ
た
飼
い
方
だ

ワ
ン
。

麦
通
り
に
出
れ
ば
、
交
通
事

故
に
は
あ
う
し
。
人
間
に
脅
か

さ
れ
る
と
、
つ
い
か
み
つ
い
て

」
¥
ぶ
う
こ
と
も
あ
尤
で
弌

司
会
者

で
は
、
ワ
ン
ち
ゃ

ん
の
晒
合
、
声
五
ん
と
つ
な
い

で
岡
い
。
毎
日
散
歩
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
が
「
良
い
飼
い
主
」

と
い
'
0
>
J
A
J
で
す
り

ワ
ン
吉

ワ
ン

ダ
ブ
ル
。

司
会
者

そ
う
そ
う
、
ネ
コ

ち
ゃ
ん
の
場
ら
「
庭
に
フ
ン
を

さ
れ
て
困
る
I
と
い
う
否
儔
が

多
い
ん
で
す
か
。

ニ
ャ
ン
子

ニ
ャ
ン
と
い
う

“
そ
れ
は
飼
い
主
が
ト
イ
レ

用
の
砂
を
用
意
し
で
、
癶
忝
ん

と
し
つ
営

し
て
く
n

ぱ
い

い
ん
で
す
。

司
会
書

そ
う
い
っ
た
こ
と

ま
で
す
る
岡
い
工
は
少
な
い
よ

う
に
み
う
け
専
T
。

ニ
ャ
ン
子
了
ネ
コ
の
・
冫
っ

に
、
良
い
こ
と
と
思
い
こ
と
を

教
え
、
訓
練
す
れ
ぱ
人
様
の
啀

を
苒
t
冲
な
ん
か
ニ
ャ
イ
で

す
。ワ

ン
百

ソ
ウ
ソ
ウ
ガ

犬

の
場
a
も
同
じ
だ
ヨ
。

司
会
者

ワ
ン
ち
ゃ
ん
は
、

散
歩
中
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
小
便

し
ま
す
9

ワ
ン
吉

そ
う
な
ん
だ
。
電

往
や
立
木
に
チ
ビ
チ
ビ
す
る
の

は
、
口
分
の
な
わ
ぱ
り
を
哩
認

す
る
目
性
な
ん
だ
。

司
会
書

す
る
べ

厄
日
同

じ
コ
ー
ス
を
散
歩
す
る
の
が
良

い
の
で
す
4

ワ
ン
古

そ
う
な
ん
べ

大

哽
も
自
分
で
す
る
場
所
膏
昃
め

て
い
彖

ら
4

だ
か
ら
岡
い
主
さ
な

、
小

さ
な
シ
ャ
ベ
ル
と
ゴ
ミ
袋
を
持

っ
て
一
緒
に
散
歩
す
る
の
が
マ

ナ
ー
だ
と
思
う
よ
。

司
会
者
岡
い
t
も
毎
日
の

耿
歩
と
な
{
冫
矢

変
な
ん
で
手

が
…
……

ワ
ン
盲

犬
権
無
視
'
4
>
aな

は
だ
し
い
ワ
ン
ノ
・

人
閥
だ
っ

て
生
理
現
象
を
ガ
マ
ン
す
れ
ば

体
祠
号
』
わ
す
し
、
マ
ナ
ー
だ

っ
て
落
急
の
?
ほ
な
い
で
す

か

。司
会
者

こ

も
っ
と
も
で

す

。
艮
い
岡
い
主
と
は

、
毎
日

朝
夕
の
一
一
回
散
歩
さ
せ
て

く
れ

更

と
い
う
こ
と
に
な
n
ま
す

ネ

。ワ
ン
吉
(

尻
略
烹

っ
て
)

中
・
大
型
犬
で
3
0
-
6
0分
卮
が

一
番
沢

し
い
ワ
ン
ー
ワ
ン
。

司
会
書

そ
の
他
に
何
か
飼

い
主
に
注
文
が
あ
り
ま
す
か
。

ワ
ン
百

私
遠
の
ワ
ン

腰

は
、
毎
年
一

‘回
、
犬
の
鵞
娵
と

狂
犬
祠
予
防
注
射
を
す
る
様
に

産
律
で
艮
め
六

了
?

心
で
す

が
、
首
輪
に
鑑
礼
を
付
け
万

れ
る
飼
主
が
少
な
い
ん
で
す
。

司
会
者

鑑
礼
や
注
舛
済
票

の
メ
タ
ル
は
瘍
す
札
か
わ
り
な

の
で
す
り

ワ
ン

吉

は
ず
か
し
な

が

ら
、
偈

卞
の
間
い
酳
わ
せ
が
保

鬮
所
に
陌
年
旛
件
以
上
も
今
Q

そ
う
で
す
。

司
会
書

う
れ
し
い
再
会
を

す
る
た
め
に
は
4

于
札
が
決
め

手
で
歹
り

今
日
は
貫
麌
な
ご

讐

番

あ
り
か
と
・
冫

き

い
ま

し
芍

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

▽
ペ
ッ
ト
が
、
心
人
を
傷
つ
け

た
り
'
m

を
か
け
る
の
は

飼
い
主
の
責
任
で
す
。

▽
ペ
ッ
ト
は
、
愛
壻
を
痔
っ
て
　

飼
い
、
し
つ
け
は
`
虱
ん
と

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

足
立
保
膕
所

(
`
‘
5
4
1
5
1
气
干
住
保
　

壥
所
(
き
勁
4
2
7
?
)

○ 現在、千住区民事務所( 本庁舎内) は大変混雑しています。戸籍の謄・抄本・諸証明、印かん登録・証明、納・課税証明などは、お近くの区民事務所でできるようになりましたO
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東

京 都 ( 区 部 )

都市再開発方針( 案) の縦覧

『住みよいまちづくりをめざして』

東
京
都
は
、さ
る
1
月
2
5日
に
、2
3

区
内
の
都
市
再
開
発
方
針
の
案

を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は

、2
3区
内
の
市
街
地
再

閲
発
の
各
種
施
策
を
長
期
的
・
総

合
的
に
体
系
づ
け
た
も
の
で
す
。

都
で
は
、
こ
の
案
に
つ
い
て

、

縦
覧
と
公
聴
会
を
関
催
し
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
反
映
し
、
都
市
計

画
と
し
て
定
め
ま
す
。

都
市
再
開
発

方
針
と
は

過
密
都
市
東
京
は
。
公
共
空
間

や
緑
の
欠
乏
、
交
通
混
雑
、
災
害

時
の
危
険
性
な
ど
、
さ
ま
ぎ
豕
な

都
市
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

都
市
再
開
発
方
針
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
決
し
、2
1世
紀
に
向

け
た
都
市
づ
く
n
£
夛

す
め
る
た

め
に
、
市
街
地
の
計
画
的
な
再
開

発
の
推
進
と
適
正
な
誘
導
を
ね
ら

っ
た
も
の
で
す
。

こ
こ
で
い
2

再
開
発
」と
は
、

市
街
地
再
開
発
事
業
・
土
地
区
画

整
理
事
業
を
は
じ
め
、
都
市
防
災

不
燃
化
促
進
事
業
・
地
区
計
画
・

沿
道
整
備
計
画
な
ど
を
含
め
た
、

輜
の
広
い
市
街
地
の
面
的
整
爾
の

こ
と
で
す
。

都
市
再
開
発
方
針
の

運
用
は

-
具
体
的
な
整
偏
に
は
別
に
都

市
計
圃
決
定
を
し
ま
す
I

都
市
再
開
発
方
針
は
、
あ
く
ま

で
も
都
市
塵
爾
の
基
本
方
針
を
示

す
も
の
で
あ
り
、
用
途
地
域
な
ど

の
よ
う
に
、
直
接
、
権
利
の
制
限

を
と
も
な
う
都
市
計
回
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
市
街
地

再
開
発
事
業
や
地
区
計
圃
な
ど
の

具
体
的
な
整
備
を
実
施
す
る
際
に

は
、
別
に
都
市
計
画
決
定
の
手
続

き
を
し
ま
す
。

案
で
は
区
内
2
2地
区
が
「
再
関

発
促
進
地
区
」
に

再
開
発
方
針
は
、
計
画
的
な
再

開
発
が
必
要
な
市
街
地
(
都
市
再

開
発
法
で
い
う
「
一
号
街
地
」)と

し
て
区
鄙
全
域
を
対
象
地
区
に
あ

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
も
、
特

に
一
体
的
で
総
合
的
な
市
街
地
の

再
開
発
が
必
要
な
地
区
を
再
開
発

促
進
地
区
(
都
市
再
開
発
法
で
い

う
「
二
号
地
区
」)
と
し
て
2
3

区

全
体
で

慳
地
区
を
あ
げ
て
い
ま

す
。ま
た
。
再
開
発
促
進
地
区
に

は
至
ら
な
い
も
の
の
、
良
好
な
市

街
地
と
し
て
誘
導
す
る
た
め
再
開

発
が
望
ま
し
い
地
区
を
「
再
開
発

誘
導
地
区
」
と
し
て
、
川
地
区
を

示
し
て
い
奪
T
。

一
号
市
街
地
、つ
ま
り
区
部
全

槭
の
整
備
課
題
と
し
て
は
、
①
多

心
型
都
市
構
造
の
形
成
、
②
安
全

な
市
街
地
の
整
備
、
③
快
適
な
居

庄
環
境
の
整
備
、
④
活
力
あ
る
地

域
環
境
の
整
備
、
⑤
う
る
お
い
の

あ
る
環
境
の
整
備
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
区
部
全
域
を
7
つ
の

地
域
に
分
け
、
足
立
区
が
含
袤
れ

る
地
域
で
は
、
都
市
施
設
の
整
備

を
促
進
し
、
良
好
な
市
街
地
の
形

成
を
は
か
る
と
と
も
に
、
地
域
産

業
を
育
成
し
、
地
域
の
活
力
を
保

持
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
区
内
で
は
、2
2地
区
が
再
開

発
促
進
地
区
に
。ま
た
、1
3地
区

か
再
開
発
誘
導
地
区
と
し
て
示
さ

れ
ま
し
た
。

公
聴
会
の
開
催

都
で
は

、
今
後
、
都
市
計
画
案

の
縦
覧
な
ど
の
手
続
き
を
進
め
、

都
市
計
画
奎

聚
定
す
る
に
あ
た
っ

て

。
区
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
公
聴
会
を
閧
催
し
奪
T

。

公
聴
会
は
、7
地
域
に
分
け
て

各
地
域
ご
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
足

立
区
が
含
ま
れ
る
地
域
の
公
聴
会

は
、5
月
2
7日
(
火
)
、
午
前
1
0時

か
ら
午
後
4
時
ま
で

、
荒
川
区
民

会
館
(
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
)
で
行

わ
れ
嫐
歹
。
な
お
、
公
聴
会
を
傍

聴
し
た
い
方
は
、
開
催
日
に
直
接

会
場
へ
お
い
で
ぐ
だ
さ
い
。

Λ
都
市
計
画
課
▽

区内の都市再開発方針の位置図

く
ら
し
の

情

報

国
民健
康保険

「
退

職

者
医
療

制

度
」

該
当

す

る
方

は

至

急
手

続
き

を

対
象

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
(
老
人
保
健
法

の
適
用
者
は
除
く
)
で
、
厚

生
年
金
。
各
種
共
済
組
合
等

か
ら
老
齢
(
退
職
)
年
金
や

通
算
老
齢
(
退
職
)
年
金
を

受
け
て
い
る
方
お
よ
び
そ
の

被
扶
養
者
の
方

※
た
だ
し
、
通
算
老
齢
(
退
職
)
　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
で
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
期
間

を
除
い
た
加
入
期
間
が
2
0年
以

上
で
あ
る
か
、
ま
た
は
4
0
歳
以

後
の
加
入
期
間
が
1
0年
以
上
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

負
担
の
軽
減

こ
の
制
度
の
対

象
者
は
、
病
院
や
診
療
所
な

ど
で
支
払
う
自
己
負
担
額

(
一
般
は
、
3
割
)
が
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す

○
退
職
被
保
険
者
本
人
‘・
入
　

院
・
外
来
と
も
2
創

○
そ
の
被
扶
黄
者
:
入

院
の

・

み
2
割
(
外
来
3
割
)

持
参
す
る
も
の

▽
国
保
の
保

険
証

▽
年
金
証
書
お
よ
び

裁
定
通
知
書
(
ま
た
は
決
足

通
知
書
)

▽
世
帯
主
の
印

か
ん

届
出
先

中
央
本
町
庁
舎
資
格

係
(
昔
脚
5
1
3
1
)

、
各
区

民
事
務
所

国
民
年金

年

金

相

談

国
民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や

制
度
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
知

n
た
い
力
の
た
め
に
、
国
民
年

金
相
談
受
行
い
ま
す
。

当
日
は
足
立
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
専
門
官
が
来
所
し
、
質

問
相
談
な
ど
を
甍
け
ま
す
。
気

軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
5

月
7
日
(
水
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時
3
0分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
適

用
係
(
雲
脚
5
1
5
1
)

お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料

の

納

付

昭
和
6
1
年
度
国
民
年
金
保
険

料
第
1
期
分
(
昭
和
6
1
年
4
月～

6
月
)
の
納
め
る
期
限
は
4

月
3
0日
で
す
。
毎
月
納
付
の
方

は
、
各
月
の
月
末
で
す
。

ま
た
、
昭
和
5
9
年
1
月～
3

月
分
未
納
の
方
は
4
月
末
日
を

過
ぎ
る
と
'
£
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
4
月
か
ら
保
険
料
額

が
、
7
千
囹
円
に
改
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
。
'注

意
く
だ
さ
い
。

ま
だ
。
納
付
書
が
届
い
て
い

な
い
方
、
紛
失
さ
れ
た
方
は
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
検

認
係
(
昔
貘
5
1
6
1
)

子
ど
も

単
親
家
庭
に家

政
婦
派
遣

単
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た

は
お
母
さ
ん
が
、
病
気
や
ヶ
ガ

の
た
め
一
時
的
に
家
事
が
で
き

な
く
な
っ
た
と
き
、
か
わ
っ
て

お
世
話
す
る
家
政
婦
を
派
遣
し

ま
す
。

対
象

児
章
育
成
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
る
単
観
家
庭
で
、

小
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育

し
、
同
一
世
帯
に
1
8歳
以
上

の
方
が
い
な
い
家
庭

援
助
時
間

1
日
6

時
間
(
原
則
と
し
て
、

午
前
m一
時
か
ら
午
後
4
時
ま

で
)
以
内
で
、
I
回
の
申
請

に
つ
き
5
日
以
内

S
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
児

童
助
成
係

単
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
の

ご
あ
ん
な
い

単
親
家
庭
の
方
の
休
養
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
次
の

施
設
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
お
休
み
に
、
家

族
そ
ろ
っ
て
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

施
般
の
所
在
地

日
光
・
河
口

湖
・
熱
海
な
ど
1
1力
所

宿
泊
料

無
料
(
た
だ
し
、
入

湯
税
等
は
自
巳
負
担
)

利
用
で
き
る
日
数

年
度
内
1
　

泊
申
込
方
法

直
接
、
母
子
年
金

証
書
、児
童
扶
養
手
当
証
書
、

育
成
手
当
支
払
通
知
書
な
ど

単
親
家
庭
で
あ
る
こ
と
を
磴

認
で
き
る
も
の
を
持
参
の
こ

と
申
込
み
・
問
合
せ
先

各
福
祉

事
筋
所
、
本
庁
舎
児
童
助
威

係

児
童
手
当
の
改
正

二
人
目
の
子
ど
も

に
も
支
給
さ
れ
ま
す

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ

れ
、
新
し
い
制
度
は
、
本
年
6

月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
公
務
貝
、
ま
た
は
国
鉄
職
員

の
方
は
、
請
求
手
続
き
を
勣
め

先
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
給
資
格

昭
和
5
9年
6
月
2
　

日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を

含
む

、1
8歳
未
尚
の
児
菰
を

2
人
以
上
養
育
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
義
務
教
肓
終
了

前
の
児
疽
を
含
む
1
8歳
末
禹

の
児
謇
可

美

以
上
養
育
し

て
い
る
方

柬
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額
(
月
額
)

▽
冫
人
目
の

2
歳
未
満
(
本
年
6
月
1
日

現
在
)
の
児
童
・
:
2
千
沺
円

▽
3
人
目
以
降
の
義
務
教
青

終
了
前
の
児
童
・
:
5
千
円

受
付
日

左
表
の
と
お
り
(
で

き
る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に

お
願
い
し
本
苳

受
付
場
所

本
庁
舎
児
童
助
成

係
請
求
手
続
き
に
必
要
な
も
の
　

▽
請
求
人
名
義
の
、
足
立
区

内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳

(郵
便
局
を
除
く
)

▽
年
金
手
帳
と
健
康
保
険
証

▽
本
年
1
月
1
日
現
在
、
区

外
に
居
住
し
て
い
た
方
は
、

前
住
地
で
の
前
年
所
得
の
証

明
書

▽
印
か
ん

問
合
せ
先

本

庁
舎
児
童
助

成
係

児童手当請求( 2 人 目の児童) 受付日程

( 3 人H 以F で、該当す る児 童につい ては、このH 程とは別に、従来と・おりい つで も爾求・f親 きか できます。)
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福
祉
あ
ん
な
い

給
付
品
目

が

増
え
ま
し
た

自
宅
で
ね
た
き
り
の
6
5
繻
以
上

の
方
に
、
次
の
日
常
生
活
用
具
を

給
付
し
ま
す
。(品
目
⑤
⑦
⑧
に
つ

い
て
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
虚
弱

參
人
を
含
む
)

品
目

①
特
殊
寝
台
、
②
マ
ッ
ト

レ
ス
、
③
エ
ア
ー
パ
ッ
ト
、

④
便
座
、
⑤
体
位
変
換
器
、

即
目
勣
消
火
装
置
、
⑦
火
災
警

報
器
、
吸
刀
ス
安
全
シ
ス
テ
ム

所
得
制
限

生
計
中
心
者
の
所
碍

税
が
4
万
2

千
円
以
下

申
込
・
問
合
せ
先

各
福
祉
事
筋

所
足
立
区生
業

資
金
貸
付

対
象

一
般
の
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
、

こ
の
賢
僉
を
借
り
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
独
立
の
生
計
を
立
て

ら
れ
る
方
で
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方

①
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し
て

い
る
こ
と

②
皀
帯
の
生
計
を
立
て
る
、
原

則
と
し
て
住
民
登
録
の
世
帯
主

③
事
業
の
拡
充
お
よ
び
新
規
と

し
て
開
業
奮
T
る
こ
と

④
住
民
税
を
乕
納
し
て
い
な
い

こ
と

⑤
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
1
名

つ
け
る
こ
と

貸
付
金
限
度
額

―
世
帯
あ
た

り
、
1
0
0万
円

利
率

年
3
・
6
5
%
(
据
苣
期
閥

中
は
無
利
子
)

返
済
方
法

印
回
均
等
償
還
(
6
　

ヵ
月
据
置
)

申
込
受
付
期
間
昭
和
6
1
年
4
月
　

2
1
日
～
4
月
3
0
日

申
込
方
法

申
込
書
(
区
民
事
務

所
に
も
あ
り
)
を

、
直
接
本
人

が
提
出
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
育
成

課
貸
付
係

手

話

奉

仕

員

養

成

講
習
会
ヘ
(初級・
中
級
)の

受
講
者
募
集

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
手
話

奉
仕
貝
養
成
講
習
会
を
行
い
ま

す
。

s
初
級
講
習
会
(
A
)

日
程
5
月
1
8
日
と
5
月
2
2
日
～
　

1
2月
4
日
ま
で
の
毎
週
木
一
日

お
よ
び
1
2月
7
日
(
た
だ
し
、

8
月
1
4
日
の
木
曜
日
を
除
く
)

時
間
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
　

分
亜
初
級
講
習
会
(
B
)

日
程
5

月
1
8日
と
i
r
>月2
1日
～

り一
月
3
日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日

お
よ
び
1
2月
7
日
(
た
だ
し
、

8
月
1
3日
の
水
曜
日
を
啄
く
)

時
間

午
後
7
時
I
9

時

対
象
(
A
)

・
(
B
)
と
も
区
内
在

住
・
在
勤
で
初
め
て
手
話
を
学

習
す
る
方

靤
中
級
講
習
会

日
程
5

月
1
8日
と
5
月
2
4日
I
　
1
2

月
6
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

お
よ
び
1
2月
7
日
(
た
だ
し

、

8
月
1
6
日
の
土
曜
日
夲
薩
く
)

時
間
午
後
1
時
I
t
時

対
一

区
内
在
住
・
在
勤
で
足
立

区
心
障
セ
ン
タ
ー
初
級
講
習
会

修
了
者
、
ま
た
は
簡
単
な
日
常

会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
技

術
を
習
得
し
奉
仕
活
動
が
可
能

な
方

定
員

各
4
0名

場
所
心
身
障
害
褐
祉
セ
ン
タ
ー
s

用

い
ず
れ
も
無
料

○
申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
講

習
会
名
、住
所
、氏
名

年
齢
、性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
こ
と

○
申
込
期
限
4

月
3
0日

○
申
込
・
問
合
せ
先

足
立
区
社

会
福
祉
協
議
会
(

〒
a
足
立
区

千
住
柳
町
1
2
-
5

　
8
8
8
1
5
　
5
0
)

障
害
者
対
象

技
能
講
習
会

5
月
か
ら
区
内
在
住
の
障
害
者

の
方
を
対
象
と
し
た
技
能
講
習
会

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
奪
歹
。

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
(
〒
1
2
1竹
の
塚
2
　
-
2
5
1
1
7

　
8
8
3
6
1
7
1
)

● 昭1闥1 年塵に ついては、11 年5 月ぷり6293 月S でとなりま耀。

みんなの健康
足 立 保 健 所s855- 4151
干 住 保 箇 所s888- 4277
江 北 保傭 相 談所 　896- 4004
東 和 保健 相 談 所 　606- 4171
中央本町保健相談所 　880- 1165

5
月
の

献

血

日

程

5
月
も
愛
の
献
血
を
左
表
の
と

お
り
受
け
付
け
嫐
T
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
午
前
1
0
時
～
午
後
3
　

時
3
0分
(
昼
食
・
休
憩
時
間
を

除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血
蔽
セ

ン
タ
ー
(
　
6
9
3
5
7
0
1
)
ま

た
は
、
本
庁
舎
保
健
予
防
係

5 月の献血日程表
育
児
栄
養
相
談
・

子
育
て
学
級

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

こ
れ
ま
で
、
第
1
月
曜
日
に
閲

い
て
い
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
は

第
3
月
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
し

た

。
(た
だ
し

、
5
月
と
9

月
は
第
4

月
限
日
、
1
1月
は
第
L
木
曜
日

と
な
り
ま
す
。
)

時
間

午
後
L
時
～
3

時
3
0分

場
所

千
住
保
健
所
講
窒

問
合
せ
先

千
住
保
健
所

生
活
環
境

協
力
の
お
願
い

不
燃
化
促
進
事
業
に

伴
う
日
影
規
制
値

都
と
区
で
は
不
燃
化
促
進
事

業
に
と
も
な
い
、
下
記
地
区
の

用
途
地
域
地
区
を
変
更
し
F

‥
)

た

。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
日
影

条
例
の
規
制
値
が
変
更
に
な
り

ま
す
が
、
区
で
は
下
記
地
区
を

左
詼
の
規
制
値
一一
に
変
更
に
Σ

く

う
と
考
え
て
お
り
ホ
f
y
。
区
で

は
都
に
条
例
改
正
の
要
望
を
し

て
お
ひ
奪
歹
が
、
改
正
さ
れ
る

ま
で
の
期
間
、
規
制
値
コ
で
指

ぐ

導
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

Q
&
チ
の
で
、
庄
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
影
規
制
値
変
更
地
区

▽
補

助
1
3
8号
線
の
縵
瀬
川
左
岸
か

ら
中
川
4
丁
目
交
差
点
ま
で

▽
環
状
7
号
線
の
中
川
4
丁

ほ
交
差
点
か
ら
中
川
公
園
入

囗
ま
で

問
合
せ
先

本
庁
舎
都
市
計
画

係
ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
修
繕
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度

現
在
庄
ん
で
い
る
住
宅
の
修

繕
や
、
1
0平
方
㍍
以
下
の
増
築
。

ま
た
は
宅
地
の
整
懈
を
お
考
え

の
方
で
、
賢
金
に
お
困
り
の
場

合
、
金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
額
2
0
万
円
～
　

剳
万
円
ま
で
(

増
築
を
含
む

場
合
は
2
5
0万
円
ま
で
)

利
率

年
7
5
%
(
区
が
I
%

の

利
子
補
給
を
し
ま
す
)

取
扱
金
融
機
関

富
士
銀
行
、

足
立
信
用
金
唯
、
成
和
信
用

金
庫
、
足
立
農
業
協
同
組
合

の
区
内
本
店
・
支
店

※
く
わ
し
ぐ
は
[
申
込
の
し
お

り
」
(
区
民
生
活
係
ま
た
は
区
民

事
務
所
に
あ
り
ま
す
)
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

申
込一
に
必
要
な

書
謇
羸
旡
て
工
事
を
行
う

1
ヵ
月
前
ま
で
に
申
し
込
み

の
こ
と
(
工
事
着
工
唆
の
申

し
込
み
は
で
孝
ま
せ
ん
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
区
民
生
活
係
(
　
8
8
0
5
　
1
7
1
)

教
育

募
集
し
ま
す

足
立
区
奨
学
生

(育
英
資
金
貸
付
)

昭
和
6
2年
4
月
か
ら
高
校
・

大
学
に
進
学
を
予
定
し
て
い
る

方
で
、
足
立
区
育
英
資
金
貸
付

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要

蒙
で
受
け
付
け
豕
す
。

募
集
人
敵
▽
高
校
生
・
;
7
0
名
　

▽
大
学
生
・
:
1
2名

貸
付
金
額

▽
修
学
資
金
・
:高

校
月
額
9
千
円
(
国
公
立
)
　

・
2
万
1

千
円
(
私
立
)
、
大

学
月
額
2
万
1
千
円
(
国
公

立
)
・
3
万
1
千
円
(
私
立
)
　

▽
入
学
資
金
・・・
高
校
3
万
円

・
大
学
5
万
円

応
募
資
格

▽
足
立
区
内
に
1
　

年
以
上
居
住
し
て
い
る
方
　

▽
都
内
ま
た
は
通
学
可
能
な

近
県
に
所
在
す
る
大
学
ま
た

は
高
等
学
校
(
高
等
専
門
学

校
)
の
在
学
生
(
昭
和
6
2年

度
の
入
学
予
定
者
を
莟
む
)
　

▽
学
業
成
績
が
優
秀
で
心
身

と
も
に
健
全
で
あ
る
こ
と
　

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

の
困
雛
な
者

▽
同
種
の
学

賢
金
を
他
か
ら
借
り
受
け
て

い
な
い
こ
と

募
集
期
聞
5
月
1
日
～
2
4
日

発
表
9

月
下
旬
予
定

貸
付
闘
始

昭
和
6
2年
4
月

間
會
せ
先

本
庁
舎
学
務
第
二

課
振
興
係

み
ど
り

「
緑
の
羽
根
」

募
金
運
動
に

ご
協
力
を

緑
の
環
境
が
破
簑
さ
れ
つ
つ

あ
る
な
か
で

、
都
民
の
緑
へ
の

期
待
と
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。こ

の
邏
勦
は
、
す
べ
て
の
都

民
が
「
緑
の
羽
根
」
を
胸
に
飾

る
こ
と
に
よ
っ
て

、
豊
か
な
緑

に
佝
'ま
れ
た
、
公
害
の
な
い
2
1

世
紀
の
首
都
へ
向
け
て
の
都
民

・
遡
勳
に
ま
で
ひ
ろ
げ
冫
つ
と
す

る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
募
金
に
協
力
く
だ
さ

る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
緑

化
係
ま
で

、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
金
期
間
5

月
3
1日
ま
で

問
合
せ
先

本
庁
舎
緑
化
係

お
知
ら
せ

初
夏
の
行
楽
に
ど
う
ぞ

湯
河
原
・
伊
豆
高
原

『
あ
だ

ち

荘
』

7
月
利
用
に
つ
い
て
は
、
下

表
り
と
お
り
で
す
。

申
し
込
み
は
1
保
養
所
I
グ

ル
ー
プ
(
ガ
キ
ー
枚
に
限
り
ま

す
。な

お
、
湯
河
原
「
あ
だ
ち
荘
」

は
5

月
分
に
空
室
が
あ
り
ま

す
。
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第
1
5期
区
民
大
学

受
講
生
募
集

育
ち
あ
い
の
教
育
学

子
が
育
ち
、
自
ら
を
育
て
る

日
程
・
内
容

別
表
の
と
お
り

会
鳩

竹
の
塚
拡
強
教
育
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

定
員

叨
名
(

申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

「
区
民
大
学
応
募
」
と
明
記

申
込
期
限
4

月
3
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
文
化

係
(
〒
圀
千
住
I
-
4
1
1
8
)

第
Ⅴ
期
成
人
セ
ミ
ナ
ー

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の

近

代

絵
画

最
近
ご
孚
刄
汞
な
絵
画
展
が

聞
か
れ
、
名
画
に
ふ
れ
る
機
会
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
近

代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
圃
家
と
そ
の
代

表
的
作
品
に
つ
い
て
、
学
習
し
ま

す
。

日
程
・
内
容

別
表
の
と
お
り

会
場

中
央
本
町
社
会
教
齊
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
者

講
師

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
学

芸
課
長
・
阿
部
信
雄

定
員
4
0

名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
教
材

費
は
実
費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
「

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業
、

電
話
番
号
'
r
g
人
セ
ミ
ナ
ー
受

講
希
望
」
と
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
4

月
2
6日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
文
化

係
(
〒
圀
千
住
1
-
4
j
1
8
)

第15 期 区 民 大 学

第V期 成 人 セ ミナ ー

● 上 配日程以外に美葡館見学 を1 回行いま 覃。(日 時未定 ・自由 ● 加)

みなさんの力をお借し下さい
足立区民まつり

( 10月4( 土)、5( 日)
千住地域で実施

)

実行委員を募集します

昨
年
、
お

休
み
と
な
っ

た
区
民
ま
つ

り
で
f
が
、

こ
と
し
は
、

千
住
地
域
を

ま
つ
り
の
会

場
と
し
て
、
1
0

月
1

日
(

土
)
、
5
日

(日
)

の
2
日
間
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
楽
し
く
盛
大
な
ま
つ
n
と

な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
£

借
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

足
立
の
区
民
ま
つ
り
は
、
。み
ん

な
で
つ
く
る
手
づ
く
り
の
ま
つ

り
'
。足
立
の
文
化
創
造
の
ま
つ

り
‘
と
し
て
誰
も
が
気
軽
に
尠
加

で
き
る
ぷ
つ
。
区
民
の
実
行
委
員

会
で
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
次
の
要
領
で
実
行
委
貝

を
募
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
つ
り
の
大
好
き
な
人
、
ま
つ
り

の
運
営
を
や
っ
て
み
よ
冫
と
お
思

い
の
方
、
ど
し
ど
し
実
行
委
員
に

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

A
応
募
要
領
V

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
実
行

委
貫
と
し
て
や
り
た
い
仕
事

(
催
し
づ
く
り
、
設
営
、
広
報
、

運
営
な
ど
)
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い

申
込
期
限
5

月
2
0日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
地
域
振
興
課
内

足
立
区
民

ま
つ
り
準
備
会

昔
鵺
5
1
7
　
-

(
〒
1
2
0中
央
本
町
1
-
1
7
1
1
)

募

集
催
し
物

今、時代は生涯学習
あなたは、何を選びますか!

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
を
!

区
民
ス
ポ
ー
ツ
教
室

何
か
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た
い
方

は
い
ま
せ
ん
か
!

区
民
の
皆
さ
ん
が
、
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
ぷ
つ
に
。
区

内
小
、
中
学
校
体
育
館
を
利
用
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
教
窒
を
閲
催
し
ま

す
。

期
間
一
遍
・
穡
目

左
表
り
と

お
り

定
員

各
会
場
と
も
5
0名
(
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
)

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
の

1
6歳
以
上
の
方
(
た
だ
し
、
高

校
生
は
除
く
)

参
加
費

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
庄

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
助
務
先
、
希
望
会
場
、

種
目
を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
4

月
2
8日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
体
育

課
(
〒
閇一
千
住
1
-
4
-
1
8
)

募

集

し
ま
す

グ
ル
ー
プ
施
設
見
学
会

対 見 眄 実 で 尠
象園沼学時間11ご皆加グ　ほ代

一月
齊案さしル

18か親霆雨午_内んて1
歳水天前計6をブ以公花実96月i 一堂で

上園畑施時回・す日せ` の` 記- - 7° マん施
健都念習月イか設
康市盜S・ク・見
な農園午9口学区業` 後月バ会
民 公 見4 ・ ス に

で
構
成
さ
れ
る
1
5人
以
上
2
4人

以
内
の
グ
ル
ー
プ

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に

。
グ

ル
ー
プ
名
、
代
表
者
の
氏
名
、

住
所

、
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
「
グ
ル
ー
プ
施
般
見
学
会
希

望
に
と
明
記
の
こ
と
(
I

グ
ル

ー
プ
ー
通
に
限
る

。2
通
以
上

申
し
込
ん
だ
場
合
は
無
効
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
受
付
順
位
を
決
め
ま
す
。

抽
選
の
結
果
に
つ
い
て
は
後
日
、

代
資
者
に
連
絡
し
ま
す
。

申
込
期
限
4

月
3
0日
(

当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
広
敢

係
(
〒
陶一
千
住
1
1
4
-
1
8
)

話
し
方
教
室

日
時
5

月
1
5・
2
2・
2
9日
、6
　

月
5
・
1
9・
2
6日
、7
月
3
・

1
7日
、
午
前
1
0時
～
正
午

鳩
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
庄
・
在
勃
の
女
性

(初
心
者
に
限
る
)

内
容

人
関
関
係
豪
よ
く
す
る
話

し
方
に
つ
い
て

、
講
義
と
実
習

を
行
い
冰
歹

定
員

匐
名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、年
齢
、

電
話
番
号
お
よ
び
話
し
方
教
室

と
記
入
の
こ
と
(
人
1

枚
に

限
り
ま
す
)

申
込
期
限
4

月
2
6囗
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
{
〒
肉
}東
綾
瀬
1
1
5
-
1
7
　

酋
莇
7
1
0
1
)

手
芸
教
室

日
時
5
月
～
7
月
第
2
・
4
土
　

曜
日

午
後
1
時
か
ら

場
所

老
人
会
館

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

内
容

は
り
絵
そ
の
他
の
作
り
方

定
員

匐
名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

直
接
窓
口
か一
話

申
込
期
限
4

月
割
日

申
込
・
問
合
せ
先

老
人
会
館

(西
保
木
閧
4
-
9
-
1

酋

8
5
9
9
7
3
2
)

花畑紀 念庭園

区民スポーツ教室

● 臓催回教は、20李たは30回。( 舎人小のみ11　

回) 時間はいずれも午後6畤30分～8時30　

分。ただし、5中の卓球( 午前9時3( 汾～　

11W3Q分) 、13中の卓取( 午後2時～4時)

第20 回

足立区展

作品募集

芸
術
・
文
化
を
鷽
す
る
区
民

の
作
品
発
表
の
場
と
し
て
観
し

ま
れ
て
い
る
足
立
区
展
を
6
月

1
3日
か
ら
7
月
1
1日
の
予
定
で

閧
催
し
ま
す
。

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
は
ど
な
た
で
も
作
品
を
心
募

し
て
く
だ
さ
い
。

』
応
募
規
定

A
少
年
の
郵
V
▼
津
画
…
油
絵

・
水
彩
画
・
版
図
3
0号
以
下
仮

縁
以
上
の
額
装
で
飾
り
付
け
ひ

も
付
き
。
人
I

点
、
中
学
3

年
ま
で

▼
彫
塑
・
:
作
品
材
質
は
、
特
に

制
限
な
し

、
大
孝
さ
は
I
㍍
四

方
以
内
、
よ
3

点
以
内

▼
書
遭
・
・
・
漢
字
・
か
な
で
半
切

・
仮
巻
以
上
、
I
人
I
点
で
小

学
&
年
～
中
学
3
年
ま
で

人
一
般
の
郎
V
▼
洋
一

…
油
絵

・
版
画
・
水
彩
画
5
0号
以
下
、

仮
縁
以
上
の
額
装
で
飾
り
付
け

ひ
も
付
き
、L
人
2
点
以
内
(
油

絵
の
額
装
は
ガ
ラ
ス
額
不
可
)

▼
彫
塑
…
少
年
の
郡
と
同
じ

▼
S
遭
…
漢
字
・
か
な
・
近
代

詩
文
・
前
衛
・
て
ん
刻
・
刻
字

で
岫
装
・
枠
張
り
、
9
1
`
、
「
χ
1
8
2

り
以
内

震
覧
場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー

ル
※
応
募
方
法
・
搬
入
・
搬
出
日

時
は
、
別
途
広
報
紙
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
又
化
係

ひ

ろ
ば

催
し
物

☆
木
陽
会
油
絵
展
5
月
7
日

～
1
2
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
6

時
(
1
2
日
は
、午
後
3
時
ま
で
)

/
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
/
会
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
/
▽
池
田

さ
顫
卜
り
9
`
6
り
乙

Q
新
空
手
父
流
賦
合
(
出
場
者

募
集
)
5
月
1
1
日
(
日
)
、午

前
1
0
時
/
総
台
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
/
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
啾
乎

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
:
∴
般
の
部
、

体
氤
別
(
高
校
生
可
)
/
空
手

お
よ
び
格
闘
技
経
験
者
/
2
千

円
(
昼
食
付
き
丁
入
場
は
無
料

/
申
込
期
限
・
:
4
月
3
0
日
/
全

日
本
勇
気
逎
連
盟
▽
飯
尾
昔
Ⅲ

☆
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会
5
月
1
3
日
～
6
月
1
7
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、午
後
6

時
3
0
分
～
9
時
/
梅
島
第
一
小

学
校
/
千
円
(
テ
キ
ス
ト
代
)
/

若
い
泉
F
D
c

▽
馬
場
魯
鰯

☆
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
出
場
チ
ー
ム
募
集
)
5

月
5

日
(
祝
)
、
午
前
9
時
間
始
/

中
央
朮
町
体
育
館
/
穆
加
費
・・・
2

千
円
/
代
表
者
会
議
…
4
月
2
6

日
/
六
町
3
-
1
0
-
1
5
▽
田

中
s
s
3
9
9
5募

集

☆
い
け
花
サ
ー
ク
ル
毎
月
第

2
・
4
火
曜
日
、午
後
6
時
か

ら
/
中
央
本
町
社
会
教
育
館
/

月
額
千
2
0
0
円
(
花
材
費
別
)
/

ワ
岡
部
`
い
睨
0
7
6
0

☆
コ
ー
ラ
ス
足
立

毎
月
第
1

・
3
火
曜
日
、午
後
6
時
3
0分
I
8

時
3
0分
/

中
央
本
町
社
会
教

育
館
/
入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
円
/

▽
高
野
さ
莇
3
4
2
1

☆
宮
元
フ
レ
ン
ズ
(
軟
式
庭
球
)
　

毎
週
月
曜
日
、
午
前
U

午
後
3
時
毎
週
水
曜
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
2
時
/
宮
元
公

園
テ
ニ
ス
場
/

入
会
金
千
円
、

月
額
千
沺
円
/
ワ
中
村
s
a
2
5
5
3
(

午
後
5
時
以
降
)

Q
サ
ン
ゴ
礁
水
泳
ク
`
「ブ
2
0

代
～
6
0代
の
方
が
楽
し
ん
で
い

ま
す

。
毎
週
水
曜
日
、
午
前
1
1

時
3
0分
1

午
後
1
時
3
0分
/
一

飾
区
水
元
温
水
プ
ー
ル
/
入
会

金
千
円
、
月
額
2
千
勁
円
/

▽

高
橋
さ
a
1
9
7
5

・
u
社
交
ダ
ン
ス
つ
く
し
会
(
初

心
者
)

毎
週
土
曜
日
、
午
後
7

時
ふ

時
/
舎
人
社
会
徴
育

館
/
入
会
金
3
千
円
、
月
額
3

千
円
/

▽
杉
田
雪
8
9
7
2
3
3
6
Q

太
極
拳
同
好
会

毎
週
土
略

日
(
月
4

回
)
、
午
前
1
0時
I
正

午
/
ボ
ナ
(

イ
ツ
巾
川
集
会
寮
/

年
齢
問
わ
ず
/
月
額
1
千
円
/

▽
香
取
昔
晤
2
6
7
2

☆
觴
神
太
鼓
保
存
会

組
太
鼓

盆
お
ど
り
太
鼓
の
練
習
、
毎
週

日
曜
日

、
午
前
m一
時
I
午
後
1

時
/
花
保
小
学
校
体
育
館
/

小

・
中
学
生

、
親
子

。
一
般
の
部
/

入
余
金
2
千
円
、
月
額
5
0
0円/

▽
新
垣
昔
喝
4
3
2
4

・口
花
畑
い
け
花
ク
ーフ
プ

初
心

者
大
歓
迎

毎
月
第
1
・
2

・
3

金
曜
日

、
午
前
1
0時
～
正
午
/

花
畑
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
千
3
0
0円/
v

大
木
a

喝
5
8
5
(

午
後
)

※
先
着
順
で
、
一
団

体
一
事
業
、
―
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

掲
示
板

s
皐
月
展
示
即
売
会

扛
会
福
祉
法
人
度
良
瀬
会
緑

ヶ
丘
育
成
園
の
園
生
達
が
、
作

笑
馴
練
の
一
環
と
し
て
栽
培
し

た
皐
月
の
即
売
を
実
施
し
ま
す

日
時
5

月
1
5日
1
1
7日
、
午

前
9
時
～
午
後
5
時

鳩
所

千
住
中
居
町
公
園

即
売
品

皐
月
の
鉢
植
え
。苗
、

肥
料
、
鹿
沼
土
等

問
合
せ
先

練
ヶ
岡
膏
呎
園
　

昔
0
2
8
4
(
6
2
T
5
2
1

・
都
民
劇
場
会
員
募
集

演
劇
、映
画
、音
楽
会
な
ど

が
安
い
会
費
で
鑑
賞
で
き
る
新

会
貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
都
民
劇
場
`
‘
5
7
2

』
「
都
議
会
リ
ポ
ー
ト
」
読
者

募
集

一
都
議
会
リ
ポ
ー
ト
」
を
一

年
分
無
料
で
送
り
ま
す
。

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
郵
便
番

气

庄
所
、
氏
名
(
ふ
り
が

な
)
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
記
入
の
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

都
m

広

報
課
(
〒
Ⅲ
千
代
田
区
丸
の

内
3
1
5
1
1

き
坩
1
4
　
6
6
)

・
技
能
講
習
-
新
宿
婦
人
高
碍
　

職
業
技
術
専
門
校
―

募
集
科
目

①
婦
人
の
た
め
の

調
理
師
受
験
対
策

②
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

③
痴
呆
性
衆
人

実
施
時
期
5
月
～
6
月
、週
　

I
～
2
回
、午
後
6
時
～
8
　

時
3
0分

募
集
期
間

①
に
つ
い
て
は
、

4
月
2
4
日
、そ
の
他
は
t
月
　

2
5日
ま
で
(
先
譱
順
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
立
新
宿

婦
人
高
等
職
業
技
術
専
門
校

酋
剳
3
6
0
8

・

「
竜
話
工
事
の
ご
予
約
は
お

早
め
に
」

3
-
5

月
は
、
引
越
し
の
多

い
季
節
で
す
の
で
、一

括
工
事

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
引
越
し
の
予
定
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
、
工
事
の
予
約
は

お
早
め
に
お
近
く
の
電
話
局
、

ま
た
は
営
業
所
へ
。

・
6
1
年
ま
労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
は
お
済
み
で
す
か

労
働
保
険
料
(
雇
用
保
険
料

と
労
災
保
険
料
)
は
、5
月
1
5

日
ま
で
に
、
銀
行
ま
た
は
郵
便

局
へ
哨
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
▽
ふ
じ
色
申
告
s
　

…
都
・
労
働
経
済
局
雇
用
保

険
部

霖
2
1
2
5
1
1
1

▽
く
ろ
色
申
告
書
・
・
・
都
・
労
　

働
幕
冊
両

労
災
業
務
課

魯

8
1
4
8
1
1
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